
Title 統制経済と再生産過程 : 「統制経済と景気変動」研究の一節
Sub Title
Author 武村, 忠雄

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1938

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.32, No.1 (1938. 1) ,p.53(53)- 108(108) 
JaLC DOI 10.14991/001.19380101-0053
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19380101-

0053

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


.

商
品
きV

T
の
浮
世
繪
肢̂

ノ
’ 

. 

I
. 

ぐ
五
.二
‘ 

S

U

〕
舊
勢
力
を
极
絕P
て
、
明
治
新
政
府
の
諶
礎
を
確
立
せ
し

め

た

明
治
十
年
の
西
南
戰
發
當
時
，の

_

々
し
，
い
劳
年
の
戰
發
»

は
旣
に
著
し 

ぐ
i

i

め
態
^
脱
し
，て
.
ゐ
た
。
.

f

<D
資
本
主i義
的
發
達
が
其
の
维
備

h

作
を
：殆
：ん
ど
終
々
た
明
治
二
十
七
八
年 

变
^:
出

糧

方

煢

の

鋪

繪

驗

や

て
^
^
«

早
，
書
浮
世
繪
の
面
敗
は
殆
ん
ど
窺
ふ
ご
と
が
出
來
な

.
く
な
0
て
ゐ
る0
. 

■.
.

タ
“〗

ベ
は
記)

M

齊

人
は
昭
和
十I
f .

十
丹
、*

村
兼
太
郞
傅
出
の
：生

串

也

ら

务

\ :

慶

腦
_

熟

襲

史

學

會

發

行

め

，
羅
 

て
*
 

.本

稿

と

同

一

響

を

以

，つ
：て
小
篇
を
萆
し
：た
が
、

與

'

へ
ら
；：れ

た

る

第

々

当

四

：頁

：の

紙

幅

來

狗

束

せ

ら

机

^

';
-

充

分：
^

.な
か
：つ
た
：。
今
少
閑
々
得
て
、
之
れ
を
補
足
し
、

.本
誌
上
を
：汚
す.こ
と
X
し
た
。
：

-

統
-：

制

‘m
:
—

I

『

統

制

經

濟

ヒ

景

氣

變

動

』

W

究

の1

節
I

:

;
y:

'A
:“ 

卜...乂
：.  

■

パ
 

'''■.
し

一

:武 
|
'.

材

;,〈

: 

S
 

.

雄
.-

. 
••••••- 

r 

- • 
•• •• 

^
 

•»•••• 

*••.
'
' 
• 

-r 

- . ....—  

-  
• 

-  

.  . --I.
，
.
一-..

« 

•• 

. 

f 

» 

'.
■. 
I 

I
 . 

. 
- 
. 
. 

■
 

~
 

.
 

.

.*
■.

>|... 

.
 

^
 
. 
» •-.

、

‘
 

^
 

, 

/̂v. 

. 

:  
....
へ
；

:

し/.
.

\
-:
: 

■
I.
':,
 
.
ニ：...”
'

：..

-

.

.

. - 
• 」  

. 

. ..
:r 

■
ぐ
，
：

. 

. 

/. 
.

■: 
:..
ゾ

!.

■:

や
資
本
主
義
經
濟
龃
織

〗

摄
け
名
部
生
產
過
程
は
資
本
の
：再
生
產
過
縣

.で
ぁ
.り
、.同
時
に
そ
：れ
は
資
本

.:
產
過
程
で
ぁ'2
>:
。
為
し
擴
張
苒
坐
產
過
程
は
資
本
主
義
靈
：の

»

纖
傾
向
郎
ち
十
レ
ン
>

と
し
て.
認
め
得
名
も:̂

• 

- 

• 

.... 

』  

..  

. 

..., 
•

■.
.
-.

に
は
擴
脹
及
び
縮
少
：
#
生
«
の
交
代
過
霉
即
ち
景
氣
變
動
過
程
七
;1
>
^
^
^
^ ̂

一
 
.

.

.:「

，
斯

か

，
る

淚

動

運

動

と

>-
^
瑪
は
れ
名
資
本'の
再
坐
產
過
程
は
資
本
生
義
經
濟
組
織

(0
:
梢
造
：が
自
曲
營
利
的
な
び
し
段
階
に
於
て
は
自 

.一：：

動
的
にI

さ
れ
:̂
?
即
：ち
自
绀
激
爭
と
營
利
锹
緣
る
满
反
的
カ

«>
作
用
に'ょ
る
慣
格
：の
.
最

變

動

免

通.&
'
て
苒
钜
產
過̂ 

I

J

調
節
f

i

l

l

く

量

^̂

.
“れ
る
に
案
づ'た
拉
せ
‘ょ
、.猶

格
0
自
_
變
動
.に
ょ
り
：恐
慌
及
び
木
況
期
に
於
ズ
涂
產
財
價
格
敁

^

メI:

部
s

r

p多
數
不
良
廉
樂
は
瀹
着
れ

1

生

產

規

證
.急
^

:
•"
;
.
•
統
御
經
擠
磊
：坐
：摩

過

程' 

;

.
 

i

 
.

§
s
.



.:
紘
制
_

也
■

證

、程
，

'

へ

'
:
' 

;

爵
ソ
：

:  

Ic
i

景
|

|

期̂
に
於
け
葛
坐
產
獷
張0程
度
少
ぎ
爲
に
、
热
慌
及
が
不
：況

^

著̂
.し

墓

產

规

模
0
縮
沙
起
ら
ず
^
勞
働
著
及
び 

1 |
本
家
« >
.生
活
^
は

- -
定
の
^

#

»す
名
爲
に
早
く
縮
少»
生
產
の
限#
に

刹

達

す

石

なS

E
一
が

2
^

そ
の
縮
少»
坐
產
の
'限
界
へ

て
到
康
ず〔

る
と
»
に
、
ぺ
第

1

:部
0
も

皁
.<
第 
一|

部
門
：に
相
應
七
衣̂
®
に
縮
少
き
れ
、
兩
部
門
間
€

; «
均
' «
が
成
立
：：す
る''
0
'2:
o
準
均.

. 

. 

.

.

顧
點̂
:

浮
岑
霧
資
本
の
退
藏
杩
ょ
る
低
金
利
忐
產
業
豫
備
軍

0

1

^
ょ
る
低
賃
銀
と
隹
ょ0
て
再
び
改
良
投
賽
が
行
は
れ

)

る
|2
;

- 

• 

I.
 

% 
•

 

•

, 

.

.

. 

.

.

.

.

至

ち

：#
び
景
氣̂

昇
べ
：蠢

的

に

移

行

し

た

：

'の
.^
^
 

.
ダ 

:
然
：る
_

本
免
義
經
濟
組
織
の
觀
造
が
自
由
營
利
的

.
か
ら
1

營
利
的.
4:
な
ゲ
、
自
由
資
本
生®
か
ら
獨
占
資
本
主

1®

階
へ
移
行 

盖

古.
、
：
.
缚
ー•
：部

門

が

獨

古

化

へ

さ

れ

：
る

爲

に

？

恐

慌

及

び

：
不

況

■
，に

生

產

楮

は

安

定

さ
.
れ
、•
さ
^
た

；
る

下
^
^
見
ず
、'寒
^
 

協
辑
に
，ょ
や
て
限
界
以
下
0
諸

企

業
は
淘
汰
名
兔
：に
：存
續
し
、
；

.
眞
忙
生
產
規
：模
の
_

少

は

起

：
ら

な

々

產
數
量
の
激
減
を
伴
ふ
の
で
あ
つ
て
、
ヵ
ル
テ
ル
慣
楮
を

高

ぐ

維
持
す
る
爲
に
過
度
の
坐
摩
制
眼
を
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
ず

I

尨
大 

:

な
休
待
坐
產
力
が
存
續
し

——

、
そ
の
.結
梁
鞲
成
的
失
業
者
を
坐
み
出
す
。
他
方
第
二
部
門
は
上
昇
期
に
於
て
第
一
部
門
の
物
量
景
氣
に

‘
 

...• 

, 

■'■ 

V

.
對
し
價
格
霞
氣
に
ょ
っ
て
過
度
の
坐
產
搬
張
を
行
っ
て
居
っ
た

V
け
に
、
そ
の
反
動
と
し
て
縧
少
搏
生
辑
の
程
度
琴
じ
く
、
な
：

V
に
於

.て
も
亦
構
成
的
失
業
紫
を
坐
み
出
す
。
斯
く
兩
部
門
ょ
り
投
敗
さ
れ
た
尨
大
な
失
業
者
群
の
存
祖
は
更
に
第
二
部
門
が
早
く
そ
の
縮
少

'

 

一

.

 

'

'

再
生
産
の
限
界
に
到
達
す
る
こ
i
を
闲
難
拔
ら
：し
办る
タ
0
^
0
一、
雜£
ね
於
^ ,
る
-獨
占
體
の
强
化
に
ょ
り
生
産
財
價
格

の

自

由
變
動 

性
が
失
は
れ
、
生
產
財
慎
格
は
浓
然
と
し
て

高

く

維
持
$
れ
るに
^
ら

ず

、

：
他
#
こ

れ
を
用
ひ
て
生
產
さ
れ
る
消
費
財
價
格
の

み

續
落

，
+ 

.
';
•- 
.
 

d
v
- 

.

•:
'

、
v
v 

…

.

す
る
故
、
第
一
一
部
門
ぬ
景
氣
囘
復
は
困
雜
と
な
る
。
斯
く
獨
占
資
本
主
義
段
階
に
於
て
は
兩
部
門
間
に
眞
の
生
產
縮
少
の
不
均
衡
が
存

ず
を
.に
と
e
ま
.ら
ず
、
，
更
に
價
格
下1落
0 !
不
均
衡
が
存
ず
る
爲
に
、
'自
由
資
本
主
義
段
階
に.於
け
る
と
異
り1
雨
部
門
間
に
自
動
的
に 

_
均
衡
を
成
觉
祀
し
め
、
最
氣
ゼ
囘
復
せ
し
め
る
脒

’の
作
肋
が
止
揚
ざ
れ
る:°
-(

：8

.
?
ノ 

V 
, 

：

”
ソ_
.
,以
上
6!
>
饊
に
就
い
で
ぱ
掀
橄
羅
制
經
濟
ど
最
誡
變
勤

』

£

誌
；5

5卷
七
號
^

參
_
电
ら
れ
陡
し
。
'

、
ぐ
，

；

：

、
，

'

:'
斯
く
獨
由
資
本
主_
段
階
に
.あ
’
っ

七

ぼ

、
，
市

場

經

濟

(0
;
.洱
坐
產
過
程
は
ぞ
の
&
動
的
坶
衡
冏
復
ヵ
が

.|
1
-揚
ざ
れ
、.
.從
っ
-
て
：不

況

か

 ̂

K

び
上
.昇f

Q
：

景
氣S

内
動
的
問
：復
カ
が
止
揚
さ
れ
る
。
£.
0
と
.ど
は
ニ
：九
斯
の
：
.世
界
恐
慌
及
び
こ
れ
に
續
<
長
期
間
に
亙
を
悛
性
的 

不
：況
に
よ
っ
て
；暴
齡
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
：即
ち
第

1

部
門
と
第
一
：ー
部
門
間
に
生
產
縮
少
及
び
債
格
下
落
の
不
均
衡
が
存
續
ず
各
爲
に

、
. 

兩
部
鬥
間
に
！-均
衡
.が
i

的
に
成
立
せ
ず
、
第
一
部
門
は
高
價
格
を
維
持
ず
る
が
益

'̂
そ
0
生
產
制
限
率
を
髙
め
な
げ
れ
ば
：な

』

ず
"
：
 

第
ニ
部
門
は
坐
產
財
價
格
高
き
に
枸
ら
ず
そ
の
製
品
た

る

消
費
財
價
格
は
低
落
し
、
お

之

該
部
門S

.

採
算
は
惡
化
す
を-0
そ
れ
故
最
早 

.過
去
の
段
階
に
於
け
る
が
如
く
、
，
：單
に
泜
金
利
の
み
を

.以
っ
‘：て.し
.て
：は
新
投
資
淬
對
ず
る
刺
戟
を
、

.：

「

從
っ
.て
.景
氣
下
降
か
ら
上
昇
へ
の 

刺
戟
を
興
へ
る?:
と
が
出
來
な
い
。.勿
論
第
一”：に
.割
則
步
合0
引
下
.に
よ
り
て
金
融
取
場.の
避
資
を
ば
：よ
セ
金
利
の
：高
い
資
本
市
場
へ 

肉
は
し
め
、•論
<
長
期
信
用.め
金
利
.を
低
下
せ
し
，
め
、

#

本
の
借
入
を
容
易
な
ら
し
め
得
る
で
あ
：ら
ラ

o

第
一1

に
公
開
市
場
政
策
に
よ 

り
適
接
資
本
市
場.に
干
渉
し
、
.有
價
證
券
0 .

賈
ォ
ベ
'レI

シ 

'ヲ
ン
に
よ
れ
資
金0
做
給
^:
翳
#
な
ら
1>
;
め
得
る
で
あ
ら
ぅ0
そ
れ
故
各 

國
は
#.
界
激
慌
後
不̂

1
策
ぉ
^
て
割
引
步
合
の
：引
ア
及
び
公
開
市
場
政
策
に
よ
っ

.て
您
金
利
政
策
を
遂
抒
レ
た
タ
然
じ
假
令

_へ
：：低
金 

利
政
策
に
キ
っ.て
金
融
m
場
及
が
資
本
市
場
が
流.動
化
さ
れ
て
も
、
第
一
、
及
び
第
ニ
-部
門
の
炎
業
家
の
採
算
惡
化
が
银
績
ず

る

腿
か
、 

敢

へ

て

雜

投

資

沿

_

は

起

ら

&

い
。
、

(

«
'一0 :.

そ
れ
故
ヶィ

V
一
ズ
o
.
如
：き
^
ぞ

の

赛『

貨
幣
論
：

』

^

:^
»-
3
:̂
&

^

ー 

o
y 

M
oney: L

O

a-on> 

r統
制
細
濟
忒
苒
坐
產
氣
程

 

' 

0

'•
.
u
r
.
c
i

五O



練
制
經
濟e.
苒

生

迤

過

程:

'

ハ
五
：六W

C

五
六)

：

1
9
^)

、に
於
：て
尙
ほ
金
利
操
作
に
ょ
る
景
氣

0
囘
復
に#
大
の
期
待
を
が
け
：て
居
つ
：た
が

3

九
：13̂
^

? 

. 

, 

- 

• 

. 

.

.

.

.

.

w
m'
m

^』(Gener

'pl. T
h
e
o
r
y

 of E
m
p
l
o
y
m
e
n
t

 

I
n
?

 

and 

M
oney. cf,esp. 

p
-

lo\
4
>

: 3
7

 s
)

に

於

て̂,
頗

る

懷

疑

的

と

な 

P
、，

最
も
適
度
な
投
資
率
を
保
證
す
る
爲
ぢ
國
家
銃
制
を
要
求
す
名
に
至
：つ
：て
ゐ
か
。

.斯
く
低
金
利
は
新
授
資
活
動
：即
ち
景
氣
上
昇
へ 

の
條
仲
で
は
あ
る
が
，
最
早
以
前
：の
段
階
に

^
^
る
が
如
く
上
昇
へ$
刺
戟
と
は
な
り
得
な̂:
0〔(

§

)

,'
.:

::註
ニ
 
_
<.̂ ..
pn.
^
a.
o
r
^
8
 ̂o

fFenm
arktp

o
litik..N

ur:  K
o

n

c-nkturreg
eiung

，

Manc
hen.
.

u
ndjt
H
2.
p
SJ.
g,.
'
 1937,  s.  .22-23.  ■

:-
;
茲
に
於
：

H

從
來
市
場
經
濟
の
外
部
に
立
つ
：て

.
ゐ
た
國
家
經
濟
が
私
的
企
業
に
代
：つ
て
自
ら
投
資
活
動
を
營
み
、
市
場
經
濟
に
景
氣
囘 

-復
：

へ
の『

最

初

の

刺

塾
^
氐

は

ト

疔
&
舄)
.
を與

：：

へ

る

も

の

と

し

..
て
現
は
れ
る9
勿
論
こ
の
場̂
國
家
經
濟
は
市
場
經
濟
の
稗
生
產

_
 

程
從
り
：で
景
氣
：の

f

遇
然
的
救
濟
著

』

；

(d
e
u
s:  

6
^
1
&
8)

と
し
て
突
然
現
は
れ
來
0
た
も
の.
^

獨
^
資
本
主
義
的
で
ぁ
り
、

.
：
こ
0
段
階
：に
於
て
蓄
積
資
本
の
價
値
拊
殖
：の
爲
に
呔
資
本

(?.
>
海
外
輸
出
釔
必
袈
と
ず
。
：
資
本
の
海
外
輸
出 

.
は
單
な.
る
商
品
輸
出
と
異
か
輸
出
市
場
0
政
治
的
支
配
を
必
要
と
，

^

各
資
本
生
義
國
家
叫
の
：政
治
的
吏
配
圈
獲
得
競
爭
は
帝
國
主
義 

職
爭
の
危
機̂

增
大
し
、
：國
家
は
對
外
的

.
に
軍
備
の
擴
張
を
必
要
と
し
、
：：車
備
費
の

.
膨.
腺
を
來
すP
他
方
對
內
的
に
獨
占
資
本
主
義
段 

階
は
规
：に
指
摘
せ
る
如
く
1

的
失
業#
1
坐
み
出
し
、
.
國
家.
の
社
會
政
策
費
を
膨
脹
せ
じ
め
る
.。
、そ
の
結
梁
國
家
財
政
け
膨
脹
し
、

各に國民所得中

§
^

支
出
0:
改
め
る
割
合
ば
量
的
に
著
.し
く
增
大
し
た
の
セ
あ
り
、
ク
|
ゲ
マ
ン
の
調
茶
ハ
はyに
ょ
れ
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、
世
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迄
の
國
民
所
得
中
粗
稅
の
占
め
る
割
合
の
國
際
的
此
較
硏
究
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材
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に
就
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、
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の
書
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各
國
が
戰
前
ヒ
比
し
戰
後
財
政
の
，收

.人
乃
至
支
出
が.國
民
所
得
に
對
し
占
め
レ
割
合
が
著
し
く
增
大
す
る
傾
向
を

.示
す
に
反
し
、
我 

國
0
み
例
外
：を
な
す
如
：き
外
觀
を
呈
し
て
ゐ
ー
る
が
、

&
部
‘氏
の
說
く
如
く
、

『

こ
れ
は
.例
外
を
な
す
も
の
で
は
な
く
む
し
ろ
、
日
本
資
本 

主
義
の
'戰
前
に
备
け
る
貧
弱
な
る
發
M
を
示
す
|
の
.で
：あ
：る
だ
ら
ぅ-/
0

.

日
本
に
お
；け
：：る
財
政
.の
.國
民
所
得
中
に
お
い
て
占
め
る
：割
合
は
、 

統
制
經
濟
；过
洱.坐
一
產
過
：程

.

,
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七
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:
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口
ッ
パ*
後
に
至
づ
：て
始
め« ;
-备
指
導
的
資
本
生
義
諸
國
の
地
位
ま
.；で
低
め&
れ
：ぇ̂

の
令
あ
客0ド
し
か
し
そ
れ
は
各
國
：に
#

い 

て
は
著
し
く
高
：办
ら
れ
た
そ
0
水
準
に
外
な
ら
ぬ

』

葡

' 3
0
ヤ
あ
芯
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°
:
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財
政
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斯
く
獮
资
本
生
義
に
於
て
神
生
產
過
，段
が
總
返
さ
れ
て
ゐ
る

_
に
、',
:國
家
財
政
が
膨
膜
し
，
財
政
の
國
民
所
得
へ
の
參
與
の
割
合

.
 

が
量
的
•に
增
大
ず
る
と
、
漸
て
种
坐
產
機

^ :
そ
の^

の
、
鞲
造
變
牝
を#
起
す
に
ま
っ
た
。
即
ち
國
家
は
ぬ
双
市
場

㈣

㈣
の
再
砠
_
過 

程
か
於
て
生
み
出
さ
れ
た
國
民
所
;#
の1

部
克
祖
秘
其
佌
財
政
收
入
(0
政
に
於
て
受
取
り
、
こ
れ
に
ょ
っ
て
國
家
活
動
に
必
要
な
物
的 

手
段
を
調
達
し
た
の
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
國
家
財
放
の
市
場
，經
濟
に
對
す
る
地
位
は
參
與
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た

.が
、
今
や
國 

家

黯

の

麗
f

ベ
の
參
與
名
合
が
量
的S

大
せ
る
結
果
、
國
家

過
程
を&

&
^0.
|1
*-
揚
さ
れ
た
市
場
經
觀
の
自
動
的
賢
氣
囘
復
ヵ
に
代

.
っ
て
自
ら
寰
氣
囘
復
へ
の

『

最
初
の
刺
戟

』

を
與
ベ
ん
と
す
る
罾 

制
的
段̂

へ
移
行
し
た
。
そ
れ
故
統
制
經
濟
段
階
へ
，移
行
の
根
據
は
獨
古
資
本
主
義
ぞ
の
も
の
に
於
け
る
自
動
的
景
氣
向
復
力
の
喪
失 

と
國
家
财
政
の
膨
脹
と
に
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
根
據
に
更
に
統
⑽
經
濟
政
策
を
遂
行
し
得
る
に
足
る
政
治
權
カ
の
集
中
化
、
即
あ
獨
裁 

的
政
治
組
織|

そ
れ
は
形
式
上
議
會
政
治
を
否
定
じ
な
い
迄
も
實
質
的
に
こ
れ
を
否
定
す
る
所
の
政
治
組
織
—

の
成
立
な
る
技
術 

的
條
件
が
附
加
さ
れ
.
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
統
制
經
濟
は
必
然
性
か
ら
現
實
性
へ
移
行
す
る
。

'

そ
れ
故
統
制
經
濟
段
階
に
於
け
る
資
本
の
斯
生
產
、
蓄
積
の
波
動
運
動

'
即

：ち
：景
氣
變
動
を
硏
究
す
る
に
當
っ
て
は
、
そ
の
對
象
と

す
谷
再
生.
產
機
權
內
に

S

家
財
政
は
構
成
的
要
素
と
し
て
揷
入
さ
れ
な
け
れ
ば
，な
ら
扨
。

"
從
つ
て
國
家
財
政
ば
.
景

氣

の

單

な

.
る

外

生

的 

«

因
か
ら
內
坐
的
原
因
に
轉
化
す
る
。

こ

0 ;
點
に
關
し
フ
化
个
ッ
，
ノ
ィ
マ
ル

.
グ(

^
&

2: N
e
u

m
a
rk

)

も
^

ユ
ビ
1
K
ホ
フ
の
記
念
論

■ 

■ 

V 

'

文
集
中
に
左
の
如
く
記
し
て
ゐ
る

4

吾
人
が
景
氣
現
溆
を
廣
義
に
解
^
て
高
度
資
本
主
義
紀
ふ
經
濟
時

.
代
の
典
型
的
'現
象
な
り
と
す
る 

な
ら
ば.
、
個
：々

の#
^ :
要
因
間
の
特
長
あ
る
相
互
關
係
と
銶
ん
で
、
經
濟
構
造
と
景
氣
權
造
と

.
の
相
互
關
係
が
存
す
る
®
な
る
こ

と
が 

明
か
セ
あ
る
。
斯
か
る
相
互
關
係
は
次

.
の
如
く
に
解
す
¥
き
で
あ
分

、

即
ち
景
氣
循
環
なる
動
態
は
經
濟
組
織か
ち

現
は
れ
來
る'が
、
，
 

ぞ
の
經
濟
組
織
そ
ひ
も
0
が
こ
の»

態
を
通
じ
て
#

々
に
變
革
さ
れ
る
と
同
時
に
こ
れ
に
ょ
つ
て
そ
の
動
態
が
自
ら
徐
々
に
變
革
を
蒙 

^
る
の
で
あ
名
。
'ピ

の

囊

に

關

聯

じ

て

、
*
氣
事
溆0 :
柚
象
的
纪
原.型
は
：
：
吾
人
が
早
ま
つ
て
單
に
外
坐
的
要
因
に
お
.る
攪
亂
と 

看
做
ず
所
の.謝
力.
の
作
用.
に
、ょ
づ
て
屢
；そ
現
賞
ぬ

.
は
隊
蔽
ざ
れ
で
現
.
は
れ
る
、
と̂
ろ
が
こ
れ
等
の
要
因
ば
事
實
は
內
生
的
性
質
：の
も

. 

ゆ
で
豕
今
紀
沄
ふ
の

「

ゆ
こ
れ
等0 ,
ヵ
双
至
毁
时
_

不
斷
贮
發
脑
ず
る
資
本
虫

_

經
濟
の
摄
職
遝
_

の
內

^
分
運
飾
か』

生
じ
、.漸
て
卦
鉍
次
：に
現
は
る
^
部
分
連
動
の
：樣
相
、
：：期
間
及
が
：强

||
&
ぬ
影
響̂

及
街
#̂ 

扨 

.
贄
だ.
の
點
1
於
て
明
が̂

國
家
緻
濟
の
變
革
ぬ
對
|>
特
财
0
意
義
が
附
與
ざ
れ
る
の
セ
あ
り
卞
私

0:
考._
へ'に
ょ.
れ

ぼ

讀

硏

究
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濟
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；
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濟
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治&

領
域
を
紐
織
的
に#

o ,
:
理

論

の

內
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斯
や
銃
制.
經
濟
段
階
：広
於
找
各
市
場
經
濟
の

.
搏
生
產
過
：程
趑
め
そ
の
波
動
遝
動
疑
氣
變
動

>
私
研
究
す
る̂ぬ
^

猶
制
經
濟
ミ
搀
坐
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ô



.
■
ン
練
制
經
濟
炙
残
 

■'

■:
s
 

O

S

.

V 

組
織
的
-
苟
の
細
論̂:
內
m
包
搦
す
w -
t-
:
な
と
を
主
張
文
を
と
ば
零
へ
、
^

に
獨 

主
_

階
祀
於
セ.も
市
場
經
濟
と_
家
經
濟
と
は
銃^ -
1>
-弋
佥
睛
の
國
民
經
濟
を
搦
成
し
て
ゐ
た
と
と
を

^

ゲ
私
^
フ
の
曾
怒
借
一
其
へfi
r
:、
：國
家
經
濟
は
へ

『

第

1
に
特
殊
散
獨
立
の.經
濟
過
程
：
：
と
解
す
と
同
時
に
總
體
め
國
民
經
濟
の

1
 

琪
，
‘ゼ
と

解

す

可

き

で

ぁ

る6

|

^

©「

1 1
1
:

ち
，ー、方
ぬ
於
で
國
家
經
濟
は
公
的
利
害
に
キ

^ >
.

て

隞
制
的
に
決
定
さ
れ
た
規
則
に
準
^ :
で
營
史
れ
备?>
:
ひ
で
あ
り
、*
ぬ
私
的
1

杧
ょ
つ
で
決
定
ざ
れ
た
自
5
契
約
に
.基
づ
ぐ
市
場
經 

濟
办
經
濟
過
程
あ
對
立
し
ゝ
襄
的
に
異
づ
た
獨
龙
ゆ
歡
濟
過
程
で
ぁ
る
ぞ
然

^
他
方
に
於
て
國
家
經
濟
は
市
場
經
濟
と
銃

-
を
な
^
 ̂

S
i
K

ふ
の
は
國̂■
經
濟
ば
市
場
經
濟
の
搏
钜
產
過
程
：の

.败
動
運
動
即'ち
景
氣
變
動
ぬ
あ0
て
钇
の
收
人
亥
出
に
跃
響
を
受
げ
る
：と
同
時 

於
'
逆
：に
ぞ0
收
ル
支
出% ;
逋
^
て
市
場
經
濟0 ;
西

生

產

過

程

に

影

響

を

及

ぼ

す

の.で
：あ

り

、
：
例
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|
ば

租

稅

收

人

を
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じ

て#;
生
產
過 

.

程
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環
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及
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に
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る
し

、

M

g
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じ
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^
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を
促
進
し
或
はg

«
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斯
く
現
實
に
は
市
場
經
濟
と
國
家
經
濟
と
は
異
質
的
な
も
の
：と
し
て
對
立
し
て

.
ゐ
る
が
同
時
に
統
，
1
^
な
1>
;

>
紙

體
€>
國

民

經

濟

を

•  

.

.

.

.

. 

. 

/

，構
成
し
て
ゐ
务
ゅ
拘
ら
ず
^
從
來
市
場
經
满
の
爯
坐
產
過
程
の
體
系
的
把
握
を
課
題
と
す
る
理
論
經
濟
學
は
そ
の
對
象
か
ら
國
家
經
濟 

.を
柚
象
し
-:
>

«
ら
帘
敬
經
濟̂
硏
究
し
た
の
で
ぁ.る
$
先
づ
古
典
跪
經
濟
學
は
箪
に
國
家
經
濟
を
本
質
上
軚
經
搿
か
ら
な
石
國
民
經
濟

ど
質
的
，に
臻
る
、

ひ
と
看
做
1̂
、':
對
立
性
，の'1
商

に

固

執

し

た.°
斯
か
る
_

は
國
民
經
濟
過
程
の
分
析
釔
以

• 

.

.

.

.

.

.

.

ち.
交
換
經
濟6
^
^
學
な
技
と
す
冬
不
完
全
な
、> 

而
も
今
日
に
至
るi
尙
ほ
淸
算
ざ
れ
て
ゐ
な
い
見
解
べ
と
導
い
た
の
，で
あ
る
。

0
A 

主
義
的
交
換
經
濟
の
璉
論
に
於
て
は
國
家
經
濟
に

.
對

し

：何

等
0
佘

地.
も

存

洚

な

：
ぃ

0,
:
ァ

グ

み

ー

ス

ミ

：
ス

及

び

：
特

に

見

カ

ー

ゼ

ォ

に

あ

つ

さ
ん
と.
し
た
彼.Q

企
に
於
て.
、
國
家
經
濟
を
消
費
論
に
揷
入
し
た
に
と

^

ま
る
。
唯
ジ
日
ン
，
ス

チ

チ
ア
ー

ト
•
ミ
ル
の
み
は
國
家
權
力 

の
芨
ぶ
範
阖
竑
：ぬ
叉
國
家
經
脾
め
領
辕
を
他
の
古
典
派
經
濟
裂
者
ょ
ヴ
廣
く
解
し
た
と

8 :
35
:
.

へ
、
、
ス

ミ

：
ス

と

同

樣

そ

0:_

『

經
濟
原
論』

〔

p
i-

Bv
d
pl
s-
:

o
f F

o
litic

p.rN
d
o
n
o
m

y  w
ith

'wom
e  o

f  th
e

ir

p'p
sca

tio
h

s  

to'so
cia

l  P
M

lc

-s-
p

lly
)

に

於

て

ば

第

五

篤

で

國

家

經
、
 

濟
を
取
扱
つ
て
ゐ
る
に
過

.
ぬ
。
.#
期
古
典̂

に«

す.
る.
^ .
ヵ
、
ド
ッ
；
ク

.
、

ジ

ラ

オ
..
ア

等

ぬ

於

て
'も
國
家
經
濟
は
.

一

般
經
濟
學
办
對
象
か
ら 

取
除
か
れ
，'單
に
財
政
政»
;

し
て
硏
究
さ
れ
た
に
と
シ
ま
る
。

.
'其
他
國
家
經
濟
の
理
論
が
分
配
論
の
ー
部

$ :
'
な

す(

ジ
：
モ
ボ
ン
ス
及 

び
7
デ
4

シ
ネ£

1-
，
ゥ>

ル
ヵ
ー:)

か
乃
室.
：は

馨

論
0 -

:.
1
部
を
故
す(

シn

オ
ア)

か
が
論
领
さ
れ
た
に
ど
☆
ま
る
。
國
家
經
濟
を
以

•

つ
セ
獨
自
の
且
.
つ.
獨
立
じ
た
：經
濟
過
程
と
蓊
做
す
考
は
新
十

2
典
派
經
濟
者
に
も
尙
ほ
存
續
し
た
の
で
ぁ

た
猶
自.
'の.
道.
を
步
ル
だ
獨
逸
.

の
經
濟
學
は
皁-<-
ょ
り
舫
牙
的
形
態
に
於

_

て
ヶ
は.
ぁ
る
が
，
：市
場
經
濟
と
國
家
經
濟
と

.
を.
銃

--
的

に

硏

究
 

せ

ん

と

命

阖

し

た

fo
"
阿

へ.
ば

，
^

1:

ル•  

ィ
ジ
：
リ

ヒ

•

ラ.
ゥ

は

旣fc
'
一
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：
ニ

年

に

そ

6

『

經
濟
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綱
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第
コ
一
卷
碌
政
學
原
理
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M这

ど
§

て
財
蒙
を
經
濟
擧
ど
密
接
，に
關
聯
さ
脊

4
鹼
經
濟
學0
體
* :
內
め
包
攝
せ
ん
と1;
た
。
：：然
し
彼
は
そ
ダ

:

i
經

管
i

産
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へ
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に
ょ
つ
で
な
さ
れ
た
o
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こ
れ
等
の
企̂
更
に
ー
步
進
办
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エ
ミ
ー

ル
‘

ザ
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ク
ス
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は
從
來
單
に
交
換
論
に
酶
し
て
ゐ
る
古
い
經
濟
理
論 

0
.

代
り
に
國
證
濟
と
私
經
濟
と
を

V

つ
の
統
：
一：
體
と
し
て
包
括
1-
!
る
所
の
，完
全
な
國
民
經
濟
の
理
論
，を
樹
芷
せ

'ん
と
し
た9 
.然
し
事 

實
ザ
>

夂
：ズ0
理
論
體
系
：に
於
て
：財
政
現
象
は
紺
局
消
費
の
領
域
に
屬
す
る
も
の
と
看
做
さ
れ
た
に
と
ぐ
ま
：へ
る

0(

驻)

：：

.

i

 

o

f

 
1

^

.

-
 

W

.

W

I

W

,

-
 

.

.

:
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、

ノ
斯
く
.の
如
く
獨
逸
經
濟
學
に
於
て
.は
皁
く
ょ
り
理
論
經
濟
學
の
對
象
に
國
家
經
濟
を
包
搦
せ
ん
と
す
る
企
阖
が
存
し

.た
と
は
12 \
へ
,

1

般
跺
に
今
ぼ
に
莖
备
迄
理
論
經
濟
學
ば
媒
ら
市
場
經
濟
办
み
を
ぞ
む
對
象
と
し
、
そ
の
苒
坐
產
過
程
钇
硏
究
じ
て
ゐ
る
。
、
然
ら
ば
國
家 

醫

と

1

經
濟
と
は
對
立
す
る.が
，
現
實
に
は
銃.

1

を
な
す
：に
拘
ち
ず
、
傅
故
從
來
理
論
經
濟
學
は
對
立
：の

1

商
に
固
執
し
、
國
民 

歡
濟
か
ら
市
場
經
濟
の.み
を
抽
出
し>
.こ
れ
の
み
を
對
象
と
す
岑
伫
と
が
.理
論
上
：許.る
さ
れ
た&
。1
.そ
：の
根
'據
は
迹
論
濟
經
學
が
對
象

と
す
る
所.
の
資
本
主
義
經
濟
組
織

0

甚
本
權
造
が
自
由
營
利
的
で
#

^

所
謂
自|±
|
'資
本
：主
義
段
階
な
る
限
り
、
斯
か
る
理
論
的
操
作

.
が
許
る.
さ.
れ
た
扒
ら.
で
あ
各？

 ̂

.

• 

\ 

•

第
1:.
に
自
由
資
本
主
義
段
階
.
に
於
て
は
、
市
場
經
濟
の

.
再
坐
產
過.舞
は
國
家
經
濟
.か
ら
獨
立
し
た
自
足
的
な
過
程
と
看
做
し
得
た
か

ち
で
あ
ざ
？.
へ
:'
:,
;: .
:/,
パ
'

■;
;:
:,
 

- 

V

^

.

.

.r 
.. 
.
'
ノ
\...
:

」

>

ぐ.
.

' ;
.:
:
::
>
.

‘
::

..
，既
に
指
摘
じ
た
如
く
、
自
由
‘資
本
主
義
段
階
に
於

V

は
自
由
競
雜
去
營
利
钬
と
が
凡
ゆ
る
經
濟
活
動
を
支
配
し
て
居
り
，
こ
の
相
反 

:
的
カ
©
作
用
甿
よ
る
價
格0
自_

變
動
を
通
じ
セ#
坐
產
過
程
の
不
均
衡
ば
調
敵
さ
れ
、
：自
鼯
的
に
均
衡
が
冏
復
ざ
れ
た
。
ぃ
即
ち
假
令 

:

へ.〗

.̂

1

滿
的
澉
剩
坐
產
恐
懷
が
起
义
再
坐
產
過
程
が
ー
般
的
不
均
衡
狀
態
に
墜
人
る

^
せ
か
、
價
格
ね
自
由
變
動
に
よ
办
恐
慌
及 

び
不
沉
期.
に
於.
て
生
產
財
價
格
は
暴
落
1>
、
從
0 '
て
生
#
財
產
業
部
門0
坐
產
規
模.は
翁
速
虼
縮
少
ざ
れ
る
と
共
：に
、
他
方
消
費
財
產
業 

部
門
呔
前
者

H

較
べ
長
氣
上
昇
期
に̂
^
る
生
產
撇
張0
程
度
少
き
歲\
恐
，慌

及

び

不

況

期

に

著

し

象

坐

產

規

模

：
の

^
少

起

_ら

ざ

る

の 

み
な

I
V
H
m

勞
；働#
及
び
%
本
家
<0
:.
坐
活
^
は.
---
*定

0 -
限
界_

る
@
、%
く_

#

生_

の_

界
に
到
達
す
各9.
"消.

1
產
業
部

ぃ
.
1:
が
早
1
そ
0 ;
*
^
苒
银
產
の
限
界
忙
到
達
す
る
と
振
に

.
、
越_

脉
產
業
部
門
も
早<
前
部
門
ば
相
應1 .
:-
た
程
度
に
縮
少
さ
れ
、
.
兩
部

. 

.. 

,
-

- 

.• 

■ 

■ 

- 

■ 

•-

吋

間

：の
準
海
衡
が
自
動
的
に
成
立
し
た
。

’と
の_

均
衡
點
に
於
け
る
退
藏
資
本
に
よ
る

®
金
利
と
產
業
豫
備
軍
：，の
存
®
に
よ
る
傲
賃
銀

と
に
よ
っ
て
禅
び
改
良
挖
资
に

.
刺

戟

が

與

ペ>

^
び
最
氣
あ
昇.べ
と
自
動
的
ヒ
移
行
し
た
ヤ
ぞ
れ
故
斯
か
获
段
階
に
聆
て

’は
"
國

-
- 

'  

.

-  

- 

,

家
は
市
場
經
濟
を
自
甶
に
放
任
し
置
ぐ

.
も
、.
そ
の.
稗
生
産
過
程
の
不
均
衡

(

景
氣
變
動)

は.
自
動
的
に
調
節
さ
れ
、
‘自
動
的
に
均
衡
が
囘

' 

.
- 

. 

.
■
.
.
'、

復
ざ
れ
た0
で

办

ぢ
-:
,即
.ち
市
場
經
濟
の
被
坐
產
過
程
樣
國
§

濟
妨
鉍
獨
驾
し
お
自
足
魄
の
耱
濟
颯
程

1
看
做
し
得
た« >
.で
釭
る
。
0 

.
箭
經
濟
ル
&
生
趦
盔
稱
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そ
れ
故
に
こ
そ
又
從
來
の
理

.
論
經
濟
學
は
市
場
經
濟
の
み
を
獨
立
に
對
象
と
し
、
均
衡
論
即
ち
靜
態
論
中
心
の
‘理
論
體
系
が
權
成
さ
れ
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に
自
F1
1
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に
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逆
に
市
場
經
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か
ら
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し
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足
的
な
過
程
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看
做
し
得
た
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で
あ
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.
-こ
.

.'I1
'
つ
.

-

.

.

■

. .
蓋
し
自
山
資
本
主
義
は
マ
：

1
力
ン
チ
リ
ズ
ム
流
の
！

r

企
業
家
國
家

』

.
を
排
除
し
、
そ
れ
の
代
り
に
自
由
資
本
中
：義
に
適
應
し
た

『

ff
l
税 

國
家』

$ :.
成
立
せ
し
め
た
。
ィ
土
ヒ
ト
の
言
を
借
り
て
一

K

へ
ば『

财
か
る
も0(

即
ち
資
本
主
義
經
濟
組
織
に
適
應
し
た
國
家
財
政
組
織

)  

は

經

'
濟

上

隨

體

が

益

$
私

經

濟

ょ

り
€>.
年
金
受
領
者
と
し
て
派
坐
的
所
得
を
獲
得
す
る
祖
稅
國
家
に
化
す

' 
と
に
ょ
つ
て
特
徵
づ
け
ら 

れ

で

ゐ

：
る

。

«

©

と_

ふ.
の

は-;
>
:

^
場

經

濟

に

は

自

動

的

均

衡

囘

從

カ

が

存

し

.ハ

額

濟
活
動
釔
維
持
ず
岑
に
必
要
权
法
律
的
保
證
を
與
ぺ
る
亡
と
に
あ

0
活_

を
制
限
ず
：可
き
で
あ
づ
た
し
、.X
斯

か

る

國

歲

活

動

：
に

必

要 

愈
物
的
裳
は
匕
れ
を
市
場
經
濟
の
苒
绝
產
過
程
で

11
}
滑
に
生
產
さ
れ
た
社.#
的
坐
產
物̂>-
部
か
ら
寄
坐
的
に
粗
税
形
態

.
で
.調
達
す 

れ
ば
M
る
が
も̂

あ
るo

と
'こ̂

で
肖
曲
資
本
主
義
段
階
の
粗
税
國
家
は
如
何
な
る
財
政
原
則

^
從

つ

：
て

活

動

し

た

か

。
"
恰

も

市

場

經 

濟
に
启
動
的
均
衡
囘
復
カ
係
し
ノ
從
つ
て
理
鼢
經
濟
學
も
均
衡
論
即
ち
靜
態
論
を
中
心
と
で
る
如
く
、
こ
れ
に
相
應
し
て
國
家
經
濟
に 

於
尤
も『

豫
#

の
：询
衡』

激
る.
靜
態
的
立
場
を
以
つ
て
財
政
原
則
：の
金
科
玉
條
と
し
た
の
で
あ
：る
。
所
謂

『

量
大
制
出1
主
義
の
立
場
に
立 

ゃ
て
、
.
：國
俥
そ'の
冬

の

.
、
均

衡

保

持

を

第

 
一_

と
し
たo_

つ
て
國
家
經
濟
は
市
場
經
濟
の
再
生
：產
過
程
の
波
酿
運
動
即
ち
景
氣
局
面 

の
如
何
に
拘̂
ず
^
そ
れ
自
身
の
均
衡
保
持
女
第
污
目
標
と
す
る
獨
立
の
自
足
的
過
程
七
看
猶
し
锝
た

0

註
.

Jena,  192S.  s，

1CO
7
,

ン
第
三
に
市
場
經
濟̂
國
家
經
濟
と
は
相
互
に
獨
立
し
た
自
足
的
過
程
と
淆
做
し
得
炎
ぱ
か
り
で
な

〜

更
に
兩
者
は
事 

す

も

の

，
と

し

て

相

^

間
に
一
:定
の
關
係
が
廉
す
：る

と

は

写

巧 

.
者
は
獨
立
變
數
、
■•
■'後
者
は
從
廳
變
數
な.る
相
互
關
係
に
贫
ち
、#
つ
て
獨
立
變»;
:
た
'.る
市
^

$■
:
國
家
經
濟
か
ら
獨
立
に
硏
究
す
る
：を
得
た
か
ら
で
あ
る

o

,

.
_盖
し
自
?1
1
資
本
主
義
段
階
に
於
て
は
布
場
經
濟
の
苒
坐
產
過
程
に
自
動
的
均
衡
囘
復
ヵ
が
存
し
、
從
つ
て
資
本
の

.再
生
產
、
蓄
積
の
過
 

.， 

.
程
は
圆
滑
に
行
は
れ
得
た
。
-:
:斯
か
る
圓
滑
な.る
再
坐
產
過
程
を
通
じ
て
資
本
の
畚
積
が
最

.高
度
：に
节
は
れ
る
以
上
、
國
家
が
徒
ら
に
そ 

の
.活
動
範
_
を
_
大
し
、
：，
是
れ
：が
爲
の
物
的
手
段
と
し
て

^
り
多
弋
；̂

生
.產
物
を-:-
'
聰
つ
て
.そ
の
：生
產
に
：要
す
る
ょ
り
多
く
の
勞
働 

カ
を
'市
場
經
濟
の
：再
坐
產
過
.程
か
ち
微
收
；す: ^
な
あ
：.ば

,'
そ
れ
竑

を
總
體
の
利
害
に
去
.
つ.
：
て

必

要

な

も

'の̂

限

り

、
そ
_
0
活

動

に

必

要

な

物

的

手

段

を

獲

得

す

る

爲

に

.粗 

出
來
得.
る
限
b
飾
約
を
な
す
可
き
：こ
七
が
要
求
さ
れ
名

.0
フK

, .
.
.

冷

盡
切

に

指

摘

し
.
て
ゐ
名
如
大

『

斯
か
る 

■

少
ベ
点
:1
>,

々
；勞

働

力

の

'
1
部

が.
無

駄

に

：
さ

れ

て

ゐ

.
な

い

.；限

ゃ

正

し

.̂
の
で.
^

:
:
す
る
：如
き
ハ
：勞
働
力
の
最
高
限
.に
：.利
用 

r

ル
と
す
^

_

:は
：疋
し
い( 0
で
：ぁ
る.？
そ
0
結
摒
旣
に
敬
げ
た
铳
計
が
* ^
ず
；如
:<
:
'

 ̂

、

,:

,
資

本

患
_

段

喈

：に

於

げ

る

阈

.
家

財

政0
國

民

所

得

べ
0
參

與0_

僉

は

；
遙

が

.
に

少

；
か̂

:

.
ぐ
.
’ 

ベ
:.
.
六32
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五
し

V
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統
制
綏
濟
ミ
洱
坐
產
過
程
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: '
:

六

六

C

ハ
六)

. 

社
會
的
生
產
鈥
へ

：

蔘
與
ず
各_

合
が
量
的
杧
少
か
つ
た
が
爲
ぬ
、
國
家
經
濟
ば
市
場
經
濟
の
稗
坐
產
過
程
に
決
定
的
に
影
響
を
攻
ぽ
し 

得
る
^;
め
ぜ
» '
な
か
づ.
た
»9
そ
れ
故
市
場
經
濟0
稗
坐
產
過
程0
分
析
に
際
し
國
家
經
濟
を
柚
象
し
得
た

0
で
ぁ
る
？

：

^

C
arl  Fi5W

,o
eld

schsp
fung

und

 w
irts

&:a
ftskre

isla
u
f.̂

d»n
ch

:s;u
n

d

 Leipzig,  

lto
'S
T'w.
: 3

5
3

. .

■'.
:
:
市
場
經
齋
と
國
家
經
濟
と
:(
0

關
係._

は
量
的
に
云
つ
て■

で
あ
る
ば
か
り
，で
な
く
、
，
同
時

^

質
的
に
云
つ
て'
前
者
は
獨
立
變
數
'で
あ 

技
，
後
者
は
從
風
變
數
で
あ
つ
た
の
で
ぁ
る
。
パ
旣
述
の
如
く
、
自
由
主
義
段
階
に
：於
け
る
國
家
は
租
税
國
家
で
あ
り
、
そ
の
財
政
政
策 

■の
指̂

原
則
は
.

『

國
家

財
#
^

不
斷
の%

衡』

に
あ
.つ
たo
斯
か
る
原
則
如
ち
し
て
、
觅
ヒ
詳
し
く
一
巧
へ
ば
、
へ

.

斯
か
る
原
則
が
如
何
な
，る 

景
氣
局
面
：宏
@

當
す
と
主
：張
す
る
結
果
、
必
然
的
：に
國
家
財
政

.
は
全
く
市
場
經
濟
の
波
動
運
動

0

從
屢
變
數
と
着
做|

る
。
即
ち 

國
家
財
政
は
不
斷
に
豫
箅
均
衡
を
維
持
す
る
爲
ー
に
そ

<

凡
ゆ.
る̂

策
に
於
て
景
氣
變
動
に
順
應
し
な
け
れ
ば
な
ら
致
か
つ
た
か
ら
.で
ぁ 

(

るo
マ

歪

か
國
庳
に
及
ぼ
す
影
響
即
ち
收
入

.
の
減
退
’
支
出
の
增
大
に
對
し
て
は
蹲
ら
所

 

： 

と
.
-に
ょ
，* ?

て
®

じ
、
凡
ゆ
る
大
な
る
氳
谵
を
俾
ふ
支

：
出
は
；收.入.

の
著
，し̂
^

退.
す<
る
際
に
は
繰
延
ぺ
.

、
唯
^ *

要
已
む
を
得̂

る
.
-
事
實 

1
.

ぺ_

き
國
家
安
出(0
'

浴
を
不
況
期
に
：繼
續
す
可
き
、で
あ
る
と
し
た
。
そ
れ
故
斯
か
る
財
政
政
策
的
態
度
は
國
鹿
收
入
と
國
郎
支
出 

ふ
を
本
斷
に
均
衡
專
せ
ん
”
と
ず
、る
努
カ̂
よ
0
^

特
微
づ
け
ら
れ
て
居
り
パ
即
ち
景
氣

^

昇
期
に
あ
づ
て
は
自
_
的
に
坐
じ
來
る
增
收 

を
■支
出.
の.

墦
^

、
：景
氣
下
陈
期
に
ほ
同
榇
自
動
的
に
生

.
じ
來
る
減
收
を
峻
嚴
汝
安
洱
削
減
に

.
：
ょ

つ

：
て

均

衡

さ

'
せ

ん

と

る 

す
/0

そ

じ

：
て

如

何

な

备

雾

：
に

4

國
摩̂

不
足
を
以
つ
て
.
財
政
の
：最
も
危
臉
龙
徵
候
と
看
做
し

.
た
で
：
；

斯
か
る
：均
衡
生
義
的
な
景
氣
順
應
的

.
な
財
政
政
策
は
そ
の
租
税
政
策
に
於
て
不
況
期
に
祖
税
減
免
、
好
況
期
に
租
税
增
微
な
る
態
度

.
と
る'
と
共
に
、
吏
に
.
國
赚
の
木
足
を
國
家
信
用
疟
よ
つ
七
彌

_

，を
然
な
さ.る
可
：き
租
税
改
革
乃
.
茧
支
出
制̂

^
遲
延
名
せ
、
國
庫

Q
,

均
衡
囘
復
を
：阻
膂
す
.
各
と
看
做
ざ
れ
.
た

か

：
ら

で

あ

.
る
。
り
と
雖
も
自 

由
資
本
由
義
段
階
の
.
國
家
は
そ
の
欲
望
充
足
の
手
段
と
し
て
こ

.
れ
を
利
用
す
る
こ
と
を
金
然
避
け
る

_

に
は
ゆ
か
な
か
つ
た

o

然
し
そ 

の
場
合
に
於
て
も
尙
ほ
靜
態
的
：、
施
衡
的

.
立
f

立
っ
て
：國
家
信
用
：を
認
め
た

.
の
；
で
：あ

：
る

？

即

ち

：
こ

れ

を

：
一

定

期

間

に

亙

る

費

用

の

割 

當-
と
看
做1>
、..
こ
0

一
定
期
間
内
に
借
人
と
支
出
と
#>

<
と
：

の
：
間

：
に

均

衡

が

成

立

す

：る

曝

り

こ

.
'れ

を

是

認

し

た

の

：
で

あ

：
る

？

更

に

®
.
ひ 

換
る
な:&.
ぱ
、
：
借
入
に
.
よ
^
國
家
变
出
が
生
產
的
消
費
で
ざ
り
、
漸

.
て
國
家
企1

至
私
的
企
業
の
收
益0
增
大
を
通
じ
國
康
收
入
わ 

增
太
を
窗
：ら
.
じ

-;
'
食

借
0
元

利

支

拂

が

可

能

な

务

場

合

に

：
於

て

：
こ
：
れ

を

.
認
め
た
の
で
あ
る
。
.
唯
戰
爭
、
内

唧

，

.
天
：災
等0
非
常
時
に
於 

..
て
例
外
的.
に

不

：
隹

產

的

消

費

，
と

し

て

の

國

家

信

用

を

認

め

た

に

過

ぎ

.
な
い
0

'.

.■辦
ぐ
財
碧
均
衡
原
則
が
霞
順
應
的
.な
財
敗
政«
を
要
求
し.た
：ば
か
り
で•な
く
、.
.更
に
自
*

S

資
本
生
義
段
階
の.景
氣
變
動
、
、
即
ち
自 

"動
的
胸
衡
囘
復

：

力
.あ
る
景
氣
變
動
そ
の.も
の
.が
斯
か
る
財
政
政
策
を
：要
求
し
食
の
，で
あ

‘る
。
旣
述'
:
0
如
く
、'自
}1
|
資

本

主

義

段

階

に

.
於 

,て
は
、.恐

慌
は
-1
般
的
過
剩
坐
產
を
淸
算
す
.る
機
能
を
持
っ
て
ゐ
る0
,
即

ち

恐

：
慌

に

，
よ

2,
.
價

楮

の

暴

落

良
諸
企
業
は
淘
汰
さ
れ
る
。
そ

)

の.
際
坐
產
財
價
格
は
.
消
费
財
價
格
よ
り
も
急
速
に
：下
落
し
、

.
こ

の

價

格

下

落

の

：
不

均

衡

に

適

應

し

て

.
、 

.

'*
^
期

に

消§

產
樂
部
門
：に
此
較
し
過
度
：：に
膨
脹
：し
た
坐
產
財
產
業
部
門
は
不
況
期
間
に
前
部
門
よ
り
急
速
：に
縮
少
し
、
漸
セ
兩
部 

岗
間
匕_

均
衡
が
成
立
す
。

V

こ
..の#

均
衡
點
に
於
て
は
ノ
單
に
生
產
財
價
格
が
低
廉
な

#:
の
み
な
ら
ず
，
更
に
.
貨

幣

資

本

の

_
退

藏

と

尨 

.
'大
啟
忽
產
業
豫
備
軍
：

0
存

在
<?
:
;̂

3 :
;
り
^
金
利
及
び
做
賃
銀
が
.
成
立
：ず0.
ビ.
れ
等
胺
廉
な
る
生
產»>
價
楮
、-
低

金

利

、
低

賃

銀

.
に

よ

っ 

"

し'統
制
妻
之
抨
生
庠
過
鞀
，

 

.

：：
六

七C
C
.H

C

七O



,

.練
制
越
濟
迄
苒..生一
康
過
程>
■;
>

六
< 

广
六
八
し

-C
-
BJ
C
產

資

が
# :
戟
ざ
れ
9
塵

的

.に
1景
氣
が
囘
復
し.、
上
昇
一
へ̂
向
ふ
の
で#
る

。
卷

れ

故
 

'，
各
嚀
齒
像
矽
增
發
只
ニ
國
家
信
用
を
：設
定
ず

^
な
ら
ば
、̂

方
^
於
て
金
融
#
場
ょ
り
退
藏
貨
幣
資
本
齡 

が
_

ざ
れ
石
^
典
：に
;:
:
'他
畜
債
增
發
を
通
じ
弋

「

の
咖
家
.の
广
ィ̂

フ
1>
.政
策
ば
人
爲
的

)

に

坐

產

敗

篇0
下

■.
'■不

良
諸
'

」

.

へ
企
業
を
囊
せ
し
め'
從
づ
て»

銀
办
低
下
を
も
姐
害
じ
、
そ
0
結
果
景
氣
の
自
動
的
同
復
の

.
前
提
た
名.
低

廉
な
る
生
產
餐
格
、
低 

金

利
；.
'

'a

賃
銀
.の成
立

が

遲^

さ

れ

る.

k

至
る
。
こ
.

れ
に
反
し
浩
し
恐
慌
期
に
氣
氣
順
應
的
財
政
政
策
を
と

,1

)
.
.
、國
庫
收
入
の
減
少
に
. 

應
じ
支
出
を
削
減
し
、
デ
ブ
レ

.
政
策
を
遂
行
ず
る#
K
ば
、
物
價
下
落
に
拍
車
於
か
け
ら
れ

>

 

恐
慌
が
激
化
さ
れ
る
が
，
^̂ 

つ
て
恐
慌0
淸
算
機
能
が
强
.
化
さ
れ>
へ
景
氣0
自
動
的
囘
復
の
諸
前
提
の
成
立
が
促
進
さ
れ

..
る
。
そ
れ
敌
景
氣
に
自
動
的
均
衡
囘
復
ヵ

(  

.
0
蜜
る
限
ち
梟
氣
順
應
的
財
政
政
策
が
要
泶
ざ

.
れ
る
の
セ
ぁ
る
。
''
'

:

:

"
i
.

く
で
_
由
資
本
生
義
段
隙
に
於
て
は
、

•
市
場
經
濟
の# .
生
產
過
程o
波
動
運
動
、

〗

即
ち
景
氣
變
動
は
自
動
的
均
衡
囘
復
ヵ
が
存
ず

.

.

.

.
 

. 

.

.'
■

.
 

.

.

.

. 

. 

•
'
.

る
器
に
獨
立
變
數
と
着
做
し
得
る
し
、
他
方
國
家
經
濟
は
景
氣
順
應
的
財
政
政
策
を
：と
る
が
故

^
從
爾
變
數
と
看
做
し
得
る
。
國
家
經 

濟
が
從
風
變
數
た
る
に
と
^
ま
り
、
精
極
的
に
市
場
經
濟

.
の
再
^
產
過
程
に
影
響
を
及
.
ぼ.
さ
ざ
る
限
り
、
斯
が
る
W
坐
產
過
程
を
對
象
. 

と
す.
る
理
論
經
濟
學
、
特
：に
そ
：の
波
動
運
動
を
硏
究
す
る
景
氣
變
動
論

.
ゆ
理
論
上
そ0
對
象
か
ら
國
家
經
濟
を
柚
象
す
る
こ
と
を
得
た

-

の

：
で

あ

る
.
0
.
.
.
: 
ノ
;:

べ

.

丨
 

.

.

こ
，Ac,

反
し
理
論
經
濟
學
が
獨
ド
M
資
本
主S

段
階
の
苒
坐
產
過
程
を
、

.
そ
し'で
景
氣
變
動
論'が.
そ
の
波
動
運
動̂
^

場
合
！
最
早
理
論±
に
於
て
も
そ
：の
對
象
か
ら
國
家
經
濟
を
抽
象
す
る
'こ

^
は
許
さ
れ
ぬ0

ン
ぐ
.:
.
:'
'
‘ 

. 

'
"

：■■： .

第
；！

に
市
場
經
濟
の
苒
生
産
過
程
は
最
早
國
家
經
濟
か
ら
獨
立
し
た
自
足
的
過
程
と
看
做
し
得
な
い

か

ら

で
あ
るo

>

云
ふ
の
は
、 

獨

桌

本

：

あ
攻
ボ
は’
皰
述
の
如
く
ノ
氮
氣
の
隊
勸
調
暴
胤
：取

.
止
揚
さ;̂
、
« ;
坐
產
過
程
の
輅
衡
が
自
酿
的
杧
略
復
せ

. 

少
、
從
つ
て
最̂
!
!

足
的
過
程
た
り
得
ず
.
、
帝
場
經
濟
外
の'
 
力
即
ち
國̂
0
中
渉
：に
ょ
つ
て«>
み
均
衡
囘
復
が
可
能
で
.
あ

る

：
か

ら

で

あ

る
o(

こ

：
の

欺

ぬ

紙

i

て
.は

吏

に

警

ー
6
賴

艮

に

於-て

詳

論-
る̂
>

;
 

,

.

.

.

.

.

. 

.

；

第
二
に
又
國
家
經
濟
も
市
場
經
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膨
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ず
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斯
く
國
家
が
粗
税
國
家
か
ら
負
積
國
家
に
轉
形
す
る
結
果
、
最
早
國
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經
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濟
は
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れ
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身
の
珣
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持
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濟
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狹
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國
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と
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最
早
抑
-5
:

に
猶
立
し
た
自
足
的
過
程
た
り
搏
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
更
に
相

5:
の
依
存
關
係
が

,
量

的

：
に

增

大

す

る

.
と
共
に̂

質
的
''に
去
つ
て
曾
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七
布
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經
濟
0
再
坐
產
過
程
杧
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國
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濟
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後
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變*
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ら
市
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濟
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產
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然
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侗
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國
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濟
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の
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國
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濟
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不
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的
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參
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流
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藏

資
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1
に
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低
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條
貭
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斯
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搖
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捣
洚
れ
ズ
ゐ
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：叙
的
企
業
家
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國
家
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毕
先
し
贫̂

氣
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復
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；
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潰
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に̂
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國
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：鎬
 ̂

:.

且
つ
そ
れ
の
み
が
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資
本
主
義
の

枠
內
に
あ̂

て
市
場
經
濟
の
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收
益
性
の
原
則
を
本
來

_

慮
す
る.
こ
：と
な
：
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、
市
場
經
濟
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に
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し
く
行
動
し
得
る
も
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あ-
り
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濟
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得
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；̂>
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,周
家
投
資
活
動
の
必
然
胜
は
當
然
叉
財
政
政
策

0
方
向
轉
換
を
惹
起
す0
國
廊
の
均
衡
維
持
を
第1
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と
す
石
財
政
政
策
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.
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な
景
氣
政
策
に
轉
化
す
る
。

.：

財

政

政

策

，
の

栽

礎

は

最

早

國

庳

0
靜
態
に
で
は.な
く
、
，市
場
經
濟
の
論
藤
に
存
す
る
。
換
言
す
れ
ば
靜
怎 

的
財
货
政
漿
は
動
態
的
財
政
政
策
に
移
行
す
る
。
ン

V 

/ 

,

笫
一
に
恐
慌
、
不
況
期
に
於
て
そ
の
支
洲
を
削
減
せ
ん
と
す
る

'古
い
財
政
政
策
は
そ
：の
；愛
當
性
を
失
ふ
。
寧
ろ

.
國
家
は
借
人
を
な
し
、 

こ
れ
に
よ
つ
て
投
資
を
行
ひ
、
收
入
以
上
に
支
出
を
膨
脹
せ
し
め
、
以
つ
て
景
氣
の
囘
復
を
計
ら
ん
と
す
る
。
そ
の
場
へ
ロ
生
ず
る
添
字

は
景
氣
上
昇
期
の
赤
字
と
は
全
く
異
つ

.
た
經
濟
的
意
義
を
持
つ
.o:
赤
字
財
政
は
、
最
早
過
去
に
於
け
る
が
如
く

V
景
氣
囘
復
の
端
緖
を 

な
す
所
の
私
的
命
業
家
の
投
資
活
動
に
要
す
る
退
藏
資
本
を
奪
取
？
、
そ
の
囘
復
を
阻
害
す
る
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で
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な
く
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寧
ろ
^
性
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況
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に
ぁ
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て
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り
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き
縮
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禅
坐
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資
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^
手

段

と

化

し

て

ゐ

る
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即

ち

峻

嚴

な

茭
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に
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つ
て
國
庫
の
均
衡
を
維
持
す
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と
は
徒
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に
縮
少
苒
生
產
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拍
歡
を
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け
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に
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云
ふ
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總
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縮
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逢
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^
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.
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；
私

的

企

業

家

.
忆

»
て
利
用
さ
る
可
袁
退
藏
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紘
制
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に
於
け
を
市
場
經
觫
發
生
產
齔
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そ
ひ
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成
的
婆
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し
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國
家
經
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を
含
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吾.
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本
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對
象
と
す
る
所
の
W
生
產
過
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蟹
資
本
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義

馨

鑛
0
砰
€
鹿

過

歡

で
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資
本
の
苒
生
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過
程
が
問
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ぁ.
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本
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資
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^

卒
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ム
尤
授
蜜
活
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を
營
む
が
ぐ
^

れ
る
が
爲
にa
爾
部
«
間
'に
同
畤
に
擅
値
及
び_
材
瑱
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が
好
は
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と
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要
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狻
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應.
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梅
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販
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；
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家
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形
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懷
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；
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滅
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參
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八
四)  

消
費
財
が
先.業
者
の
生
活
の
爲
祀
消
耗
さ
れ
、

:#
坐
產
過
程
か
ふ
脫
落
す
名
.に
、過
ぎ.な
>
。

:
ベ.-’

..
斯
く
の'如
く
國
家
は
旣
.
に
獨
占
資
本
主
義
段
階
に
於
て
、
無
意
識
釣

に

で

は

あ
.
る
；が
、
尨
大
な
る
箪
備
費
及
び
社
會
政
策

^
を
通
じ
、 

素
材
杉
態
に
於
け
る
資
本

(

商
品
蜜
本>
の
過
剩
坐
產
尤
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
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、前
節
じ
引
用
し
た
商
歡
ゥ
ド
ゲ
マ
ン
の
調
查
に
な
を
一
九
3
I年
と
：t

&

1A'
f
®
<D
'
綠

贫

_
比
せ
：H
O
'1«
:
界
版
_

旣
に
.獨

 ̂

。
階
に
於
で
_
民
胍
得
中
財
^

{
出
0
在
め
る
割
合
は
廒
的
に
故
太1,
セ
办
だ
が
'
佌
界
故
慌
後
の
練
制
段
階1

^
て
ぼ
更
.に
著
3
1
既
太
を
示 

し
て
馆
り
、
就
屮
亜
米
利
加
合
證
麻
诹
曜
的
發
展
を
澤
弋
ゐ
今
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斯
く
國
家
が
慢
性
的
過
剩
坐
產
の
下
に
於
て
景
氣
政
策
と
し
て
行
.ふ
投
資
部
面
は
主
と
し
て
軍
需
齑
業
及
び
公
共
土
木
事
業
で
あ 

る
:;
<
?
1
0
菌

雨

ば

從

來§
«

坐

囊

式

に

於̂

る
第
一」

部E

 (

坐
產
財
齑
業
部
門

)

及
び
第
！

I

部
門(

消
費
財
產
業
部
門

)

と
そ
のis
f t 

'及
^
素
材
瑱
糊
の
齠
.
に
：

f

尨
性
質
釔
異
ぬ
尤
る？«
■1:

瓦
汰
第
：

1:1.

部
門
はM

o .
填
補
と
素
材
塡
補
と
が

f  _

«>
敗

生

產

過

程

內

：
に

於

て
：
同

時

：
に

行

は

る

、

&

:
§
前
提
1;
'
た
0
.'
然
る
ヒ
軍
需_
業
及
び
公
共
出
木
事
業
ば
ぞ
の
坐
產
.ぬ
.要

す

る

生

產

財

及
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勢

働
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^
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費
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.
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ず
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ら
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^
は
貨
幣
形
態
ぬ
於
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*

現

さ

れ

、

瑱

锨

氣

は

ず

；
る
：
が
.
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素

材

形

態

忆

於

：て
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呔

塡

補

さ

れ

ず

ク

全

；
く

砰

生

產

過

程

が

ら

脫

落

す

：
る

か
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軍
需
品
：
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乃
：至
は
、
：
假
令
素
材
形
態
に
於

^
消
^

も
，
普
通
商
品
-

如
ぐ
教
議
再
坐
產
過
程
に
於
て
寳
却
さ
れ
ん
だ
と
耙
要
求
し
添

^

遍

路

、
.

運
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等
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.事
實
第
1
1
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1
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門
就
中
軍
需
糜
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必
ず
し
も
從
來

0
第
1ー
及
び
第
ニ
都|
:と
別
個
に
存
す
名
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の
、で
は
な
ぃ
。
純
雜

.の
^
|
^
エ

場

を 

除

き
-v
多
く
の
軍■
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從
來
第
一
部
門.に
屬
し
た
重
エ
業
、
.
'化

學

エ

業
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：
諸

エ

場

或

は

第

ニ

部
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]
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屬
し
た
食
料
エ
#
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雙

樂

(0
_

^
場

疙

於

め

坐

產

吞

る
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そ

れ

故

丁

度

第

：
ー

ぶ

第

芸

部

1
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現

實
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汰
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霞
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か
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エ
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び
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、
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f
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に
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冉
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產
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產
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を
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妨
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〕
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價
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瓒
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第I

一
.一

に
國
家
亦#

生
：靈

程

の

構

成

的

蒙

と

な

る

場

合

、

.
そ
0

投
資
部
面
は
第
三
部
門
に
對
し
て
な
さ
れ
る
が
、
そ
の
投
資
に
要 

..
す
る
資
金
お
國
家
ば
如
何
な
る
方
面
か

』

.
調
寒
し
來
を
か0.
資

金

調

嫌

管

し2 (

ー
つ
の
漱
歉
扒
考
：へ
：ら

れ

令

濟
の
拽
生
産
過
程
に
於
て
蓄
積
さ
れ
て
ゐ
る
資
本
の
一
部
を
直
接
國
家
が
獲
得
す
る
か
、
或
ば
新
た
な
資
金
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'
創
造
ず
る
こ
と
に
ょ
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り
間
接
に
從
來
ひ
蓄
積
廣
本
の
：

一

部
を
獲
得
す
る
か
で
あ
る
。
更
に
.第
一
の
方
法
はca

)

租
税
に
ょ
る
かcb

)

直
接
借
入
に
ょ
る
か
に 

分
る
。
第
二
の
方
法
も

(

a)

國
家
自
ら
紙
幣
を
發
行
，，し
資
金
を
創
造
す
る
か

(

b}

發
券
銀
行
の
援
助
に
よ
り
こ
れ
に
公
債
を
引
受
し
め
、 

こ
れ
に
對
し
發
券
銀
行
を
し
て
銀
行
券
を
發
行
せ
し
め
、
以
つ
て
資
金
を
創
造
ず
る
か
に
分
れ
る
？

：
：

第
一
の(

5

の
租
稅
に
よ
る
資
金
調
達
方
法
は
慢
性
的
不
況
下
に
あ
っ
て
は
不
適
當
な
方
法
で
あ
る
。

.
租
稅
の
增
徵
：は
旣
に
利
潤
率

0 '
低
下
し
て
ゐ
石
私
的
企
業
0 :
收
益
狀
態
茫
吏
に
惡
化
ぜ
し
办
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'
输
§

坐
產
に
拍
寧
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ぬ
過
ぎ
釔
い
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る
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ル
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ひ
生
張
ず
る
姐
ぐ

『

納
税
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粗
稅
の
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そ
の
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費
を
節
約
し
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-
>他
穷
國
家.が
：
そ

：
の

概

金

を

有

利

啟

投

裔

ぬ

撖

向

^
る
煬
合
、
國 

家
に
よ
^
て
資
本
蓄
積
が
行
は
れ
る
^
驻
レ
に
せ
よ’
消
費
の
節
約
は
第
ニ
部
門
办
^
少

再

生

產-̂
次

い

で

こ

れ

に

生

產

財

を

販

賣

す
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名
第
：1都
門
40
縮
少
苒
生
產
を
惹
起
す
。
そ
れ
故
假
令
へ
國
家
が
祖
税
に
よ
っ
て
調
達
し
た
資
金
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よ
っ
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第
一
一

^

門
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投
資
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擴 

、張
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產
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刺
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；
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響
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蠢
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迫
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菸
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仏
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暴

蓄

顏

さ
4

て
ゐ
る
資
本
に
直
接
訴
へ
ず
、
寧
ろ
附
加
的
盎
た
に
創
造
さ
れ
た
寒
に

I

な
け
れ
ば|

氏

。
ぺ 

先
づ
第」
一
の‘

(
.
巴

の

政

府

紙

胳

の

發

，行

で

，
あ

る

が

、

.
こ
れ
は
國
家
の

一 ..

方
的
意
思
に
よ
つ
そ
遂
行
さ
れ
石
が
故
に

-

そ
の
增
發i

眼 

な

く

ノ

惡

鹿

ィ

ド

フ

レ

，
に

墜

入

る

危

險

；

K

な
る-
を
以
て
出
來
得
る
限
り
避
け
な
^ .
れ
ば
な
ら
ぬo 

/ 

摩
み
身1-
の(

上)
の

資

金

調

達

法B
ち
發
券
銀
行
の
援
助
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よ
^
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こ
れ
に
公
債
令
引
受
.
せ
し
め
、AJ.

れ•
に
對
し
發
券
銀
行
か
ら
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銀
行.
券
を
獲
得
し
、こ
れ
を
資
金
に
當
て
る
.
方
法
が
最
も
_

切

で

，
あ

る

。

公

債

.
の
，發
行
を
通
じ
て
發
券
銀
行
に
銀
行
券
を
增
發
せ
し
め
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るN
>

の
方
法
は
政
府
紙
幣

Q

增
發
と
同
證
蚀
ィ
ン
フ
レ
の
危
險
あ
り
ど
雖
も
、
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は
單
に
一
方
的
に
紙
幣
を
發
行
す
る
に
對
し
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公

思

代
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銀
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せ

し
め
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が
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.

九
拽
ー
 

c
、

裔
 
V.
.

_

_

裏

疆

I

生

;：
*
が

灌

1

1

書

す

i

,

l

-詹

唐

財

產

5

S

言

i

s

、
I

二
部
n(

消
費
財
產i

h)

に
於
て
は
C

H

だ
け
が
f

f

れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し 

5

は

第
5

門Q

資
本
家
慶
間
に
於
て
、
V
2
1

1

部
門
S

產

l

l

l

l

f笤

'

I
變

部

相

聶

に

於'
 

と

は

第

，
一

鄕

們

と

第

二

部

E：

と•
の

相

瓦

間

に

於

て

價

f

淡
：
I

補

が

行

は

る
VO.
:.,.,

へ：，
' : 

然
^

^

^

ル

テ

ル

そ

靈

企

業

獨

i

l

に

ょ

を

I
 

恐

慌

及

び

孟

期

に

於

，
て

馨

場

f

り
排
除i

f

限
裉
以
下
の
諸
企
_

夜

續

せ

し

め

象

る

。

_

て
£

期 

i.

産
が.
行
は
れ
て
居
つI

時

蒙

裏

諸

企

着

そf

、l

し

寶

單

に

讓

を

短

，

、
唐

制f

s

s
る
に
過
I

い
。
從
つ_

 

一
 
評

の
f

 

.

I

一
部
門
の§

る
蓄
積
部
分
は
休
待
產f

し
て
存
續
し
：て
ゐ
I

し
て
こ
の
休
待
生^
^

そ
れ
に
ょ
つ
てi

さ
れ
S

產
f

 

l
費
財
が
販I

f

蕾

實

現

さ

れ、

G

l

f
 

i

l

g
霧

I

s

b

 

行
は
れ
、
景
氣
囘
後
が
な
さ
れ
る
か

i4

問
題
と
：な
る

o
,

 

: ,_

,■

g

x

^

l

l

l

l

f

 

b

f

 

そ
s

i

#

は
銀
行
券

4

發
し
、貨

幣

囊
I

:
、
こ.Q

創
I

s

f

 

I

I
代
慣
f

.

幣

資

本I

I

■

華

3

例
I

s

木
I

:

及
i

f

 

f

 

f

對

し

疆

蒙

を等

す

暴

I

、
そ

又
下

_

1

X

1

へ
又_

_
ら
；;.
@
:需
1

^
!&
. »
せ
ず
*'
2

?

識̂
に
注
;3
5
:を
發
.

ー̂
間
接
的, ^
資
本
投
^
を
^
ふ
«
合
ぬ
は
、
^
^

(

9
卄
: ^
邁

—

:̂
:^
戈.
ャ
々
ら̂.

:
更
光
^
定_

潤
文«

鐵
す
^
價
格
兄#
%
軍
需
品
免
滕
人^ :
^

, p
:

1

部
は
企
業
家
の
消
费

(

^

に
、
：4

负
蓄
賴(

ル)

に
瀹
ら
れ.る

故

國

家
0
浪
間
企
業̂

對
.す
る
間
接
的̂

貨

；
幣

：
錄

本
. 0
投

下

は- 

.
r
, +
v
3
+各
+

>
よ

り

な̂

:、
そ
^
て

直

接

的

及

ガ

观

狻

的

，
の

.兩

.擊

友

洽

す

れ

饮

、

結
局
國
家
の
.第
3
部

門

に

對

す

る

：
金

.投
下
貨
：；

-
.
.
.

'.

' ...
■

. 

. 
*
 

•ご '
.

.
:

'
.

,
 

.:.

..
 

-
•

.

.

-
-

.

.

.

幣

礙

木

は
CO
+
V
3+
多
+

>
の
諸
部
分
よ
り
な
る
。

-

第
三
部
門
に
投
下
し
た
貨
幣
赘
本
に
よ
つ
て
坐
產

f
行
ふ
が
爲
に
は
、
そ
れ
等
貨
幣
資
本
に

.
よ
つ
て
先
づ

：

坐
產
財
及
び
參
勸
ヵ
を
®
 

質
:1
>
相

け

れ

梂

馨_
:
.
勞
働
ヵ0
職

動

當

ら

れ

た

慕

資

本

(

賃
銀)

は

漸

て

消

費

馱

の

：
：
購

賈

_

纂

れ_
^ ;
::.從
0̂

ら
、は
坐
產
財-$
:
第
1
1部
1
:か
ら
は
消
费
財|
購
賈
し
、
斯
 

<
:て
：貨
幣
資
本
破
物
財
資
本
に
轉
化
す

0 :
;

第
三
：部
門
と
第

T

及
び
第一

S
M
. 

と
、の
掘’
¥行

は

れ

る

流

通

過

，
程

は

笫

.
1部

門

と

第

一

.ー
部[4
,]
; ^
の
：
間

に

：
行

：
は
；
る

4
流
通
過
程
と
そ̂
質
を
與
に
す
る0

.

,.

•
.#

:1
»

門
i
第1」

漭

_

$

_

刃

流

迦

過

穆

に

於

^
は
：
：
.

5 :
部

門

勢

働

篇

は

そ

：
の

貨

幣

を

以

つ

て

塑

ー

部

«
0
諸

企

業

：か

ら

消

费

財

を

«

買
し
、
次
い
で
笫

一

一
部
！
：
の
諸
企
業
は
そ
の
I

を
以
つ
て
第
：
 

'
一：；部«

め
：
諸

命

業

か

藍

逾

豐

購

買

4
:

そ.
の

不

變
_

:

の.
ニ；̂

■
-.
.•
:
■.. 
:

'

,
-■; 
'.
:'
:■
'.
-
，
 
.
.■
'.■■- 

■ 

■ 

:  
::

. 

.
■

■■
:'.. 

ノ
 

-'..

余
友
1

す
る
爲.
に
貨
將
資
本
を
前
貸
し
て
第

1

部
門
の
諸
命
業
か
ら
生
産
財
を
購
貢
す
る
が
、
他
方
第

1

部
門
の
諸
從
業
：は
そ
れ
^
 

よ
つ
.て
得
る货
繁

以

つ

、て
資
本
家
の
自
己
消
費
に
當
る
爲
の

.
消
費
財
を.
第
|
一，部
門
の諸
含

が
.
ら
職
賈
すQ
.
斯
く
て繞
1

£

次

宅
一
 

部
！：

間
に
於
て'
相
瓦.
に
交
換
さ
る
乱
き

v

ネ

為
と
Q

と
ば
夫
々
販•賢
さ
れ
、
貨
幣
形
態

(

貨
幣
資
本)

に
於
て
價
値
が
實
現
さ
.れ
る
と

.

.

'

統

调

經

濟

这

莖

虜

過

释

'■
'■'一

 

.' :



ノ
絲
制
經
濟
せ
.
再
，.生
產
適
程

■ 

■-.
九
，六

-
o
t'
n
.
.

:
同
時
に
、
•夫
々
再
生
産
^

必
要
な
素
材

(

物
財
資
本)

が
塡_

さ

る

。

.'.

.
•
詧

に

第

三

部

門P
諸
企
業
が
國
家
に
よ
っ
て
震
さ
れ
た
貨
幣
資
本
を
以
っ
て
第

5

口

ら

は

唐

財I
I

1

部
g

ら
i
 

s

s

f

I

、
第一.

部 
n 
及
び
第1

_

讓
_

::
1

-^
着

篇

^

ぞ

て
5 ;
'

,

及

び

第

ー

蘇

門

の

休

待

坐

產

力

の

.
一
部
が
貨
幣
贬
態
に
實
現
象
る
が
、 

.
そ
れ
に
よ
っ
て
得
た
貨
馨
本
は
I

に
i

產
過
程
に
投
下
さ
れ
は
し
な
い
。
矣
ふ

の

は

、

獨

占

資

本

主

義

齡S

性
I

況
‘
 

下
に
ぁ:^
て

は

介

蕃
占
體
に
保
譬
れ
龙
大
な
休
待
唐
力
が
存
す
る
故
、

.
國
家
の
投
資.に
よ
i

 
ニ.
部

門

の

饗

力

が

第

」

一
及
び- 

第
二部

！：

S

休

待

畫

力

を

動

員

す1

に
は
相
當
長
期
間
に
互
.る
暴
の
國
家
投
資
の
續
行
を
必
婆
と
し
、
そ
か
點
に

f

 
I

 

第 
一§

第11部
！：

の

蠢

家

はI

部

休

待

唐

力

が

貨

馨

本

に

實
t

れ
た
か1

5

て
、'
直
ち
に
そ
の
,

本

备

投

下 

設
I

s

、
讀
に
當
る
こ
と
は
耿
へ
て
し
な
い
か
ら
で
ぁ
る
。
從
っ
て

.
第

一

部

門

、

第

二

部
！：

の

企

議

が

獲

得

し

を

1

1
^
 
.從
f

れ
I

I

銀
f

 

I
崖

■

よI

しv
w

f

含

義

I

て

、

吾
8

1

養

f

し
.

....
:.
て
；
銀

行

に

..爾

金

す

る-°:
 

:

.
■

'

_

第

の

奮

業

_

部

門

魔

〈

に

堂

產

忘
f

物
財
資
本I

- J
I

し—

f

f

 I

Q

I

醫

.に
於
け
る
實
現
は
行
は
れ
る
が
、
i

l

l

 

れ
な
い
。
勿
論
斯
か
I

f

購
買
の
分f

決

し

て

統

制

讓

段

階

_

_

週

程

に

特

有

の

も

の

で

な

く

• 

1

1

^

.

.

.

.

.

.

 

-

が

、貨
幣
，遠

づ
し
も
直
ち
に
商
品
に
轉
化
す
る
に
及
ば
な
い
か
ら
で

あ

るO
V
然
し
第_

馨

|.:ー
：
部

这

第

_

門

と0
流

通

過

程 

の
特
質
は
塔
に
販
賣
ど
購
見
の
分
離
に
基
づ
く
所
の
商
品
價
値
の
貨
幣
形
態
に
於
け
：る
實

.
現
<*
:
;.
氣
材
塡
補:̂
の 

な
い
々
寧
ろ
そ<0

特

質

：は

左

の

ニ

點

1

求
む
可
き
で
あ
る°

,

.
1
、

第
-
及
び
笫H

部
門
は
第
三
部
門
と
の
流
通
過
程
に
於
.て
抓
等

f

g
填
補
を
受
け
ぬ
？
、
バ
ン
V 

:
•
.

從

來

の

第
—
と

第

一

一

部

門

間

の

流

通

過

歡

ぬ

於

て

は

、
：
第
一

一 :

银E

は
^

十
ち
に
瓶
當
す
る^

產
財
を
第
ニ
部̂
に̂

^

し
'

^
- : 

部
門
の̂

な
る
不
變
资
本&
素

材

形

態

を

填

補

す

る

と

同

時

に

、

第
一
：
ー
部
門
は

€2
に
敗
當
す
る
消
費
財
を
第
-
部
け
に
販
寶
し
、
第
一 

部

門

の

泛

る

可

嘗

本

と

S
:

な
る,

家
の
，自
己
消
費SI;
て

磊

分

どQ
_

一
部
門
は
初
めA

の一 :

部
に
根
當
す
る
坐
產
財
を
販
»

し
、
第

三

部

門

の

含

：
1
部
及
び
念
内
不
變
資
本
に
投
ア
さ
る
可
き
部
分

 ̂

•
.I

部
の
素
材
形
態
を
填
補
ず
る
が
，
こ
れ
に
對
し
第
三
雜
門
の
生
產
物
の
素
材
形
：態
は
軍
需
品
乃
室
堪
路

'
;運
河
^
潘
灣
等
な
る
が
爲
、 

寧
ら
國
家
に
ょ
つ
て
消
費
さ
れ

.
て
終

ふ
か
、
直
接
第
 
一^ .
r j

の.
如
何
な
る*
本
部
分
の
素#
形
態
5 :.
,
も
塡
補
し
な5,
'9>

又
第11

部
門
も 

初

め

病

：
の

：
一

鉍

に

相

當

す

る

消

費

財

だ

第

ー

|
ー
部̂
に
販
寶
し
、
齒
ニ
部

の

ぎ

十
^ :
0.
1.:
部
と
&

の
改
|?
變
^

分
S

:
部

の

：
素

材

形

態

を

壙

補

ず

A
が
、
こ1
に
« ;
し
第
3
部
門
は
直
揍
殆
知
ど
第
；

}
:
:
1
;

部
門
の
如
_
な

歡

本
 

填
補
し
な
い
。

(

唯
之
例
外
的
擞
合
とk
て
勞
糧
會1

建
設
，の
如
：龙
公
共
土
木
事
業
は
潸

§
^

0
生
齡
5:
.张
ふ
が)

.

ニ
、
^

價
値
瑱
補
に
過
ぬ。
,
 

.
 

.

,

、
、
、

• 

.

*
' 

銃
制
經
濟

V
®

.

生
產
過
锃
 

ぐ
' 

.

. 
. 

九V
 

(

九
七)



へ
.

'

.

.

.
練
制
鹤
濟
を
再
喪®
過
.程

■

:

、

八
：
：

(

.'
&
'
八

，

タ
！

1

必
パ
幣
倉.造
は
' #
來
邏
券
銀
行
のm
行
券
創
造
乃
至
銀
行
の
，信
用
機
能
に
よ

.る
銀
行
貨
幣
の
：創
隹
に
よ
?
て
も
行
4
、
、
处
し
て. 

現
段
階
ぬ
特
有

s

現
象
で
核
な
い
。
然
し
現
段
階
の
貨
|

^
造
は
從
來
の
段
階
の
ぞ
れ
去
そ
0 '
質
を
異
に
：：じ
て
ゐ
る
0
:金
^

代

に

は

發

餐

行

；の

_

行
涤
創
造
量
は
直
接
金
0_

存
在
量
杧
よ
つ
て
制
眼
さ
れ

.
て

底

、

ン

又

鼠

街

の

象

機

能

む

^

創
 

造
量
は
直
接
商
品
の
：取
遷
量
に
よ
っ
て
制
陂
さ
れ
て
：

ゐ

た

，
.
然

る

に

金

本

也

制

を

離

脫

し
V

管
现
通
貨
制
の
現
段
,

に

於

ては
、

咼 

觀
の
銀
行
券
の
增
甲
物
價
騰
貴

—

輸
出
の
據
遯
、輸
入

の

增

大

丨

金

ゆ

海

外

流

出

丨

金

存

杻

義

減

‘
丨

敗

杼

券

發

行

額

の

收

警
 

る
直
接
金
に
よ
る銀
行

券
創
造
量
の.e

動
的
制
限
作
用
は
止
揚
さ
れ
：て
ゐ
る
。

-
■そ
れ
：の
みf

女
國

家

が

發

绿

銀：

行
を
しt
公
債
を
單 

獨
g

受
せ.
し
め
、
.
'と.
ル
が
代
價
と
し
て
發
行
せ
し
め
S

行
■

創

造

歡
 

,
な
ざ
れ
た
も.の.
で
卞
く
、
逆
に
慢
性
的
不
、況
卞
に
あ
：？

.
こ
れ
を
取
爆
經
濟
に
投
人
し

.

^

爲
的
に
賢
氣
隊
復
を
計
ら
ん
，が
爲
に

&.

さ.
れ
た
©-
.p  
■

々
そ
れ
故
亂
家
於
银
ー
| ;

巧
に
役
下
疒
る 

食
幣
は
金
及

B

商
品̂

者

氣

的
■

勞

繁

；
具

體

化
物
、
フ
即
ち
« :

:

値
：の
^:
_

化

軏

と

ー

の

直

挺

歃

聯

釔

曾
 

'接
俱
値
と
の
關
塯
が
止
敗
さ
れ
た
創
造
貨
幣
が
觅
に
蒙
ー
部

^

か
ら
第
.|及
び

-1
'
ー
部
门
に
支
拂
は
れ
る
の
で

.
あ
る
。#

っ
て
第"
ー
，及 

び
第
一
：
一
部

E
：

は
、
第
三
激

【

と
の.
流

嫩

過

程

氛

、
て
：' 
取
に
素
材.
填
補
ぞ
曼
け
ざ
る
.
の
が
な
ら
ず
、
直
接
'債
値
の
塡
補
を

受
け
ず
、單 

に
創
造
貨
獬o .

形
態
に
：

_

^

%

値
の
隳_

が
な
さ
れ
ふ0
:,.  

:

,:
■斯
く
0
如

く

第
:5
び
第
1
.
1
部
門
は
第1
1
1
部
|
:
:
と
の
.流
通
錄
掛̂

^
の
價
値
^
實
現
し
# -
ざ
り
し
遍P
生
產
ガ
從
つ
で
過
剩
生
藍
物
^
及
t K
A

o

..
一
，
部

分

贤

修

を

創

造

贤

职

の

修

熊

ブ

に

於

で

.實

車
1>
,、
丨0

面

上

假

令

へ

そ

 

の
1
部
0
價
値
が
貨
滞
形
態
に
實
現
さ
れ
た
と
武
つ

'て
.も
、
直
ぢ
に
第-

銀
行
預
金;<
?:
し
て
退
藏
す
_

免
0 .
組
见
銀
:1
7
遊
資
比
驗
贬
レ
、
金
_
_

場
ば
繰
衝
ど..故
る
<>-
;
然
知
場
合
膝
券
敏
作
咏
先
徵
'1の

賣
才
べ 

レ
ー
シ;*
»

ン
を
行
ひ-:
'
廣
初
潘
發
光
名
銀
行
券
'̂
囘
收
す.
：る
と_

に
へ
71
1
中
銀
行
其
他
金
融
機
關
に
遊
資
利
殖
の
途
を
與
へ
る

0
そ
れ. 

故
增
發
さ
れ.た
銀
行
券
は‘B ,
,_

券
銀
行>.

:
--
':..
:
$(

國
家>
，
：
、
第
ー
ー

1

門
^̂ 

，.
b(

市
中
銀
行
其
他
の
金
融 

機
關)

d:

ン
ン
B

へ
：
ど

復

歸

ず

：
る

。
へ

即

ち

增

發

さ

れ

..
た
鈒
行
券
は
市
場
經
濟
の
；流
通
過
ー
程

£
通
貨
と6

銀
行
帳
簿
疫
記
饊
さ
れ
妒
陔
と
f
あ
.る
。
も
れ
故̂

^:
#:
ゆ
金
0-
.
#担
纪
及
汶
商
品<0
'
.
聰

引

數

：置

と

は

獨

立

.

に
發
行
さ
れ
、#
つ
て
金
， 

商
品
な
る
債
値
の
具
體
化
*
と
直
*
關
酸
な
；き
も
の&-
'
.る
に
：拘
>̂
'
-ず
、
：
そ
O'
通
貨
W
値
炔
減
價
起
ら
ず
、
：所
謂
惡
：性
ィ
シ
フ
レ
に
墜
入 

ら
ず
*
潭
に
銀
行
爾
金
形
態
：奚

：け
る
潜
在
ィ

V
I
Vレ
馨
す
の
み.で
あ
る
？. 

. 

' 

:

' 

^
て
：
惡

性

：ィ
ン
：
：
フ
レ
：
に

墜

.：る

で

：
と

な

く

國

家

：
の

投

資

活

動

を

通

じ

セ

行

は

る

：
、
資

本

の

稗

坐

産

> 

:
蓄
積
過
程
の
眼
界
は
第
：，

|
及
び
_ 

.第
二 

f

体
待
i

f

:制
經
濟
段
階0
資
本
0

#生
產
過
程.は
1
方
に
.於
て
從
來
の
段
階
の
洱
生
產
過
程
と
共
通

?

價
値
及
び
素
材
塡
補

』

な
る 

,翕
む
と
同
時̂

、
.こ
.€>
.段
險
特
有
：の
弓
單
に
.價
値
.の
創
造
貨
幣
形
態
に̂
^
る
塡
補
.

』

な
右
モ
メ
ンW
を
含
ん
^
ゐ
る
o 
.從
ク
て
こ< p
段

國
家
识
第
三
部
門
に
對
し
尨
太
な
投
資
活
動
を
證
し
、

'

、遂
比
右
：の
均
觀
點
に
_

し
：ぐ
義
の
囘
賞
が
行
：は
れ
た

^

'
鲁

鸫

濟

：ミ#
里
產
：過
'程
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均
衡
點
はS.

均
衡
點
で
は
な
く
、
■琴
に
準
均
翳
に
近
づ
く
に
過
ぎ
な
い
。
と

IK

ふQ
.

攝

か

る.
均
衡
點.
に
は.

S

I

创
造
貨
幣 

形
態
に
於
けを
塡
補』

に
起
因
し
て
、
潜
在
ィ
■
ン
フ
レ
な
る
不
均
衡
の

モ
メ
ン
ト
が
存
す
る
か
ら
でぁ
る
。
そ
し
てこ
9
潜
!5
:
ィ
ン
フ
レ

な
る
不
均
衡
の'モ
メ
ン.ト
が
景
氣
囘
復
に
次
い
で
現
は
れ
る
好
況
の
局
面
を
條

# -
づ
け
、
そ
の
様
相
を
從
來
の
段
階
.に

^

け

る

そ

れ

と 

.異
な
ら
し
め
を0:
で
あ
る
.
0

(

註)

/:
て

'

.
註
旣
述
か
如
ぐ
.
獨

占

費

本

主

義

段

階

に

：
於

1

國
家
經
濟
の
：市
坳
純
濟
へ
の
：參
與

.
の
割
合
が
貴
的
に
撥
大
し
--
»

一
一
九
牢
の1l
t
界

. 5
1
慌
を
轉J
と
し

.

て
統
带
經'̂
浪
階
に
於
て
ほ
國
家
經
濟
自
ら
^
積
姻
-̂
で
沛
燦
經
濟
の̂
生

塵

過

程-̂
-^
制
す̂
忙
至
っ
た
。.斯
か
：る
經
齊
構̂
の
：發
展
過
程

:

A
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_
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U
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*
»
:
遭

，
肩
-'
®
興
坐
產
過
揭
'v>
國
家
經
濟
知
絡
合
を
表
式
的
に
把
握
せ
ん
と
の
試
み
が
な

.さ
れ
る
に
至
っ
たb
:
.例へ
ぱ
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遽

表

式

に

_

ぃ

て

は

灌

永

田

遲

雇

介

C
財
政
と.經
濟
過
程J
l:s
學

翥

气

五

號

り

が

ぁ

りV
又
最
後
の
伯
林
景
氣 

,
'
'
_
究
所
.の
表
武
遺
ぃ
て
は
阿
部_

の
^
<

日̂
本
滅
政
鹯̂ 

そ
れ
故
玆
に
於
て
は
と..れ
等
表
：式
を
說 

明
す
る
の
必
要̂
!認
め
な
い
.
。
勿
論
こ
れ
等
表
ぬ
ば
國
家
經
濟
と

Tt
l
;場
經
濟
と
の
絡
命.を
簡
明
に
：理
解
，せ
し
め
石
も
の
と
し
て
そ
の
債
値
を
否 

:
•
し̂
な
ぃ
ゎ
资
こ
れ
等
表
式
を
以
っ
て
、ゼ

は

涅

自

由

資

本

主

_
段
階
に
も
存
紀
國
家
經
激
と
：市
場
_
濟
权
關
聯
を
斑
解
デ̂ 

r
';
つ
に
過
ぎ
な
い
4
そ
し
て
こ.れ
舊
國
家
經
濟
が
眞.に
市
場
經
濟
の
再
坐.產
過
程.の
.麗
的
要
素.に
_
化
ル
た
所
の
統
制
經
濟
段
階
に
於
け
る

>

:m
者
W
關
U

一
を■

け
名
，

掛
り
を
何
■

へ̂

い
。
何

と

遺

ば
-

こ

れ

ら

表

式

は

素

材

嚣

と

價

値

議

と

が

同

時

に

行

は

れ

、

 

■、
物

財

資

本

と

貨

幣

資

本

ど

が

同

時

版

補

さ

れ

ぎ

j.

と
钇
前
提
し
て
が
が
か
ら
で
あ
る
。
寧
ろ
一
部
に
於
て
斯
か
る
同
時
的
塡
補
が

m

と

共

に

他

方
.

馨

離

が

統

制

經

奮

階

に

於

£

る.
调
家
歡
濟
と
_
市
場
經
濟
の
絡
合
の
特
質
を
な

，̂

^

:
(̂

逮

.

y

:̂
逢

：通

程

の

漏

輩

同

：時

.來
_

潔

モ

メ

ン

ト

(

潜

在

イ

シ

フ

レ

紙

奮

、
：
均
衡
闼
復
カ
と
均
復
壞
カ
の
.逯
一
と
し
て

.

の
景
氣
變
動
過
程
を
批
鞭
し
得
f
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か
あ
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'，-
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::.

-
 

ノ
：た

リ
;,.
,
.
:.,
';
'

一
そ
れ
故
吾

t

は
な
れ
等.齋
式
は
歡|
、
線
制■

濟
段
略
の
故
！

S
r

を
齡
觀
し
皆
な
い
.

-:

と.
、

&

3

 

.

バ
J
 

'

f

フ
靜
隞
的
硏
究
が
-

靡
研
究
.

■

故
■

|̂

撒
象
务
1:

め
と
袞
ふ
霧_

鉍

持

っ

て

氛

氛

れ^.
■

が
お

:-
-

-

;

‘

"

-.
'■
 

, 

:

r

',
l
.'r
l
-.-
.
! 

' 

-

..
■/■ 

•
,.
~
V
I
.
'.
' 

.

.
ぐ

「

i
f 

' 

-

.•

.
':*
-
•
-
, 

.

-
-

r,
' 

■ 

-'* 

' 
r
 
r.
 

» 

■
-
-
 

> 

—. 

' 

- 

-

,披
て
從
來

第.一

及

.び
第
一一
部門

は
そ
の
依
待
生
產
ガ̂
黯

莨
^ :
る
ぺ0.
と

免

り

第1ー
ー
部
門'へ

の

齋

驗

抓

を
.
續
«>
レ
0

ゐ
ぢ
の
*
で
あ

 

る

が"

おQ

均
衡
點
に
近
づ
く
や
、
第

一

及
び
第
二
部
門
は
一
般
に
‘生

震

備
S

張
、
'
震

Q

必
要
に
f

れ
、
故
に
眞Q

投
資
活 

動
力
兩
P

に
全
面S

：

に
現
は
れ
來
り
、
景
氣
囘
復
か
ら
好
®

へQ

移

行

が
起
る
。
即

ち

讓

Q

散

三

部

門

に

？

る

第

一
次
的

投

資 

に

次

い

で‘

一

及

び

第一

一
部
門̂
!

體
に
於
け
る
第
二
次
的
投
資
が
起
る
。
こ
の
こ
と
は
旣
に
最
氣
政
策
と
し
て
の
公
共
土
木
事
業(

所 

謂

勞

働P

達
被
策)

の
問
題
に
關
聯
し
てT

國
家
投
資
の
一
次
的
作
用
と
一
一
次
；

p

作

用』

の
問
題
と
し
て
儲
學
密
に
よ
つ
て

硏

討
さ
^

て 

?

る
'
.例
.へ
.ば
艾
國
1

於
て
；は

ケ

ィ

ン

ス̂
丨

ン(

胜1
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來

國

に

於

ては
ゲ
—

ャ

ー
、セ
ー
ィ
チ
ス

(

匙
.ニ)

、
獨
逸
に
於
て
は
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ン 

ナ

ー
、

リ
ヒ
タ
•
丨.
=
ア

ル

ト
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フ

ァ1
、

力

ー

ル•
シ

ル

レ

ル

(

胜
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等
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つ
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研
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さ
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のt

で
最
も
近
確
に
國
家
投
»,
•の
：

一
:

次g

作
敗
と
-;
1於
的
作
用
と( 0
.
^
 

ン

で
あ 

る

。

彼

，
は

先

づ

國

家

の

.公
共
土
木
事
業
に
對
す
る
投
資
に
ょ
ク
て
雇
餘
さ
れ
た
勞
働
容
の
賃
銀
を
界
で
表
は
し
、

^

々
©

咐
旧
勺
^
衔 

に
付
つ
て
生
す.る
未
胸
の
增
加>

?

で
表
ば
す.
0
彼
は
原
料
ポ
の
多
く
を
輸
入
に
仰
ぐ
英
本
國
の
場
ん
ロ
を
想
定
じ
、
附
加
^
^
街
に
伴 

ふ
原
料
>
半
製
品
の
輸
入
顧
の
增
加
隻
で
表
は
す

0
,
;說
明
を
簡
單
な
ら
し
め
る
爲
に
、
更
に
界
と
卩
と
は
一
次
的

^

び
一
ー
次
的1'
;
^

の 

‘

れ
に
於
：て: %
'

闻
--

な

り

左

潘

卺
»;

抓
：的

鄺

傭

者

は

そ

蹇

驗

象

|

だ

き
れ
た
消
費
財-
支
出
す
る
と
ガ
る’

—
是

は

國

即

坐

產

鼠

觀

に

對

オ

る

支

軋

の

ー

割

合

象

加

成

ー

笔

-
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^

^

^

そ
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激
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更
に
彼
は'從
來
尨
次
な
失
業
救
濟
費
を
支
出
し

.
て
ゐ
た
英
本
國
を
想
定
し
、

：

1.
-
<
0
决
囊
者
に
：對
す
る
吏
出

(

失
業
救
濟
費

)

を
^
で 

表
は
し
、
失
業
者
が
雇
傭
せ
ら
る
i
場
合
に
生
ず
る
そ
の
所
得

.
の
增
加
分
中
國
內
生
產
の
財
に
當
て
ら
れ
る
部
分
を
ザ
で
表
は
す
。

然
る
時
は
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m
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更
に
彼
は•右
の
代
數
式
に
左
：の
如
き
數
字
を
當
て
は
め
て

f t
算
し
て
ゐ
，る0

.

第
一
に
附
加
的
雇
傭
に
伴
ふ
附
加
的
生
産
に
要
す
る
輸
入
原
料
品
及
び
半
製
品
の
費
用
は
附
加
的
生
產
物
の
小
賣
價
格
の

.
1

110
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占
め
る
と
假
定
す
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更

に

ミ
+
ャ+
闪=

_̂
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y
-h
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+
H
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-̂
と
假
定
す
。

又
彼
は
英
國
の
勞
働
者
の
坐
活
水
準
を
想
定

L
、
'1

人

の

人

が

雇

傭

さ

；
れ

：た

場

合

"
雇

傭

者
.
の
，
所

得

增

加

顧

の

1

6
が
輸
入
完
成
品

,
に
支
出
さ
れ
るi
假
定
し
て
ゐ.る
？
從
つ
て
.
國
內
生
產
の
.
消
費
財
に
當
て
ら
れ
る

1

は10

1
6
で
あ
る
。
：

て

:
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更
に
ー
人
の
全
賃̂
に
對
す
、る
失
業
救
濟
費
の
比
率
を
評
價
す
る
場
合
；'
彼
は
主
と
し
て
若
い
人
々
が
公
共
土
木
事
雾
に
雇
傭
さ
れ 

從
つ
て
そ
れ
等
雇
傭
者
の
家
族
.は
平
均
の
大
さ
よ
り

も

小
な
、るも
の
と
假
.定
丨
U

W
は
1

す
よ
り
寧
ろ
小
な
り
と
評
價
し
て
ゐ
る
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次
.に
附
加
的
利
潤
：の'的
で
內
生
產
の
消
費
財
に
當
て
る
部
分
、れ
は
企
業
家

0
附
加
的
所
得
の-1
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1
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^
と
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做
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す
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失

業

救

濟

費
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れ
て
ゐ
I

國
I

定
し
て
、論

土

木

事

業

に

對

す

る

國

家

投

資
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と
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作

用

念

量
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硏

零
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來
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失
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の
支
出
の
代
り
に
鼠
貧
か
■

土
木
事
業
に
よ
り
多
く
の
投
■

試
み
て
も
、
右̂

の

で

な
:,
;

ゐ

.て」

'
次
の
；附
カ̂

^

要
ょ
り
生#
:
る
-荽

的

靈

要

の

增

大

、
投
資
|の
#

^

で
.：あ
各
ザ
こ
：れ
ぬ
反
し
從
來
英
國
程
尨
：为
な
違
救
濟
費
の
支
出
を
な
レ
て
唐
ら
ず

^

^
に
荚
國
よ
れ%:
更
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；龙

:
業
於
投*

^

行
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縣
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を
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；
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各
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弗
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す
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。
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に
ょ
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弗
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潤
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れ
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瀋

業

馨

の
.資
金
調
建
方«

卜
1
3
遭

に

ょ
.つB

馨
各
れ
だ
新
購
貢
力
の
流
通
過
.程
か
ら
.の
漏
出
高
、k

、
W
家
出
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黯
囘
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惹
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に
要
す
る
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間
、
五
、
.該
事
業

S

麗

^

^

杧
及
ぼ
すi

等
の
諸
條
件
も
顧
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し
な
け
れ
ば

I

ぬ
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、8:
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)
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然
し
旣
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食
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件
1
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業救
濟費
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企
業
|
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附
#
的

所

得

中

國

內

義

齒

費

財

に

貧

ち

れ

る

部

分

宏

 ̂

と
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ま
^
ず
！̂

產
_
を
含
.め
.て
0
所
謂
第
1
1ー
部
門
に
對
し
そ
國
家
投
資
が
^
さ
れ
^
場
合
，
そ

の-—
»
次
的
作
用
と
ニ
次
的
作

用

と
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量

勺
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鑲

を

な
I

は
#

は
I

:
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決

定

的

條

件

セ

：
ぁ

る
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秦

夯

の

.

場

翁

^
^
^

.
第一

及
び
第11

部

門

.
の

企

業

家

：
の

..
附

加

.的

所

得

中

國

內

生

產

の

消

費

財

に

當

て

ら

れ

る

部

分

に

眼

ら

ず

、

更

に

.
附

加

的

資

本

と

し

て

WT 

へf

す
I

分
I

含
め
た
も
の
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O

換
言
す
れ
ば
、
辦

云
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物
財
資
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購
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流

麗

程
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漏
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せ
し
め
る
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至

る
か
孟
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條
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る
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就
中
企
業
家
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督
購
貿
カ
裏
本
と
し
て
流 

学

る

企

業I

確
信
にf

つg

る
。
I

な
休
^̂ 

g

l

、
寧

ろm

に
於
て
休
待
_

力
の
限
界
に
近
づ
ぐ
と
共
に
他
方
尙
黑

^

る
4

合

篇

め

：
て

斯

か

る

確

信

を

得

る

の

.で

.
1

0
そ
し
て
斯
か
る
.點
に
達
し
た
場
合
i

め

裏

家

投

資

次
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次
的
作
用
が
有
效i

は
れ
來
る..の
ヤ
ぁ
る
。
そ

れ

黎

國.に
於
け
.る
景
氣
政
策
と
し
.て
の

■公
共
：崇

事

業S

S

ず
る
ル
丨
ス
：

の

左

，
の

批

取

は

全

く

花

し

.
ぃ‘4

政
府
吏
出
に
ょ
：っ
て
ボ
ン
ブ
に
迎
水
慕
ら
う
と
の
計
書
が

S

角
成
功
する
に

.
は取
則

.
の

將

來

の

成

行
に
對
す
る
確
信
.
が
絕
對
に
必
要
で
あ
る
、
何
と
な
れ
ば
、
然
ら
ざ
る
場
合
に
は
支
出

0
環
が
斷
ち
切
ら
れ
て
終
ふ
か
ら
で
あ

.
る
:
:

o 

一
ネ
ー
一
一
五
年
末
に
至
る
每
の

ア
メ
リ
カ
の該
サ
*
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弱
點
は
復
興
局
が
.

^
か
る
確
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を
喚
起
す
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ゑ
双
し
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こ
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ン
ズ
は
上
記
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出
の
起
る
場
合
：の
外
、ぃ
更
に
物
價
騰

®

に
よ
る
消
費
：の
減
退
、
輸
入
に
對 

へ.十
か
支
出
、
公
共
土
木
事
業
ど
以
前

.
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失
業
救
濟
費
と
の
代
置
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よ
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ゐ
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が
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所

か

ら
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#
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よ
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4
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次
的
作
用
に
對
し
ニ
次
的
作
用
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來
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即
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；
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.
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